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(0)-1. 事業目的・内容及び実施方法 

令和6年度皮革産業振興対策調査等
（日本製皮革及び皮革製品のサステナビリティ推進事業）

国内外での展示会出展を通じて、国内皮革関連産業におけるサステナビリティを推進し、

産業内での前向きな取組を促進する環境の醸成を目指すとともに、産業外にもその取組を発信。

日本製皮革や皮革製品を製造する事業者にフォーカスし、

環境に配慮した画期的なものづくりや製造の一連のストーリーを発信することによって、

国内外での日本の皮革関連産業の販路拡大、PRの機会提供を図るための取組を検討。

≪ 本事業のミッション ≫

＜海外＞
PITTI IMMAGINE UOMO+ PARIS

＜国内＞
国際サステナブルファッションEXPO秋展

国内外での展示会出展を事業の核に、有機的な連動を図った国内皮革関連産業内における

サステナブルな取組の情報発信により、皮革関連産業振興の可能性を分析。

日本の皮革関連産業の未来に向けて、最適解な対応策の提案を行う。

事業内容

(1)  国内外の展示会への出展及び運営

(2)  皮革関連産業のサステナビリティな取組についての情報発信

(3)  広報等

(4)  報告書の作成  
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(0)-2. 実施における事前調査  

日本の皮革・皮革製品を取り巻く背景＜国内外市場の概況＞

近年、ファッション産業は主要価格帯別に上から高価格帯の

ラグジュアリー市場（ルイヴィトンやグッチに代表されるハイエ

ンドブランド等）、中価格帯のトレンド市場（総合アパレル企業

系、セレクトショップ等）、低価格帯のマス・ボリューム市場（ユ

ニクロ、ワークマン、無印良品等） に大きくは分別されていまし

たが、最近では世界的にシンプルなファッショントレンドが続い

ていることもあり、3つのゾーンの中でもラグジュアリー市場と

マス・ボリューム市場が拡大しています。

その構造は顕著に二極化してきており、その影響でトレンド市

場の中価格帯ゾーンは縮小、競争は年々激化している状況に

あります。

また、消費者は多様な手段を使って情報を得ることで、独自の

価値観を形成。世界情勢も相まって消費行動の変化は加速し、

ファッション産業市場の二極化に拍車がかかりました。

この市場二極化の傾向は世界的に進んでおり、ファッション産

業以外でも同じように叫ばれています。日本から世界に進出

する皮革製品ブランドの多くは、中価格帯のゾーンに位置する

ブランドがほとんどです。

これからの時代は、より包括的な価値を持った商品開発が重

要な時代と言えます。

環境
の

変化

社会・経済
の

変化

人口動態
の

変化

テクノロジー
の

変化

価値観
の

変化

消費行動
の

変化

ファッション産業界の市場動向

出典：ユーロモニターインターナショナル
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(0)-2. 実施における事前調査  

▼皮革製品市場分析より

▼日本の原皮から作られた皮革製品

不安定な世界情勢や市場の二極化に加えて、少子高齢化も進む日本において、

積極的な外需（インバウンド&アウトバウンド）の獲得は必達な課題である。

日本の皮革・皮革製品を取り巻く背景＜国内外市場の概況＞

国内市場の動向

日本の皮革製品は、海外産の原皮を使うことがほとんどですが、
近年、日本を代表するブランド和牛の皮を使用した革や製品作り
が目立つようになってきました。
和牛は体が小さいこともあり、皮は廃棄されるなど市場価値は低
いと見られていましたが、トレーサビリティを明確に打ち出すことが
できるとともに、地域おこしにつなげることもできるため注目の素
材、製品と言えます。
皮革は食肉の副産物であり、サステナブルであることをアピール
できる点も魅力の一つです。

国内市場の動向

コロナ禍が収束し、日本各地にインバウンド（訪日外国人）の賑わい

が戻り、日本政府観光局（JNTO）が毎月発表している訪日外客統

計で、2023年10月の訪日外客数がコロナ禍前2019年の水準を超え

ました。日本は今、欧米などと比べて相対的に安い物価と円安とい

うお得感もあり、インバウンド数は急速に回復しています。国・地域

別にみると、韓国、台湾、アメリカ、香港などは既に新型コロナ前を

上回るかそれに近いレベルにあります。2024年も一層の増加が見

込まれ、2019年を上回り、過去最高になると予想されます。

ファッション産業界の市場動向

皮革製品市場規模は2024年に3,048億米ドルと推定され、

2029年までに3,762億1,000万米ドルに達すると予測されてい

ます。欧州と北米は、世帯収入が高いため、贅沢品に最も支

出することが知られ、アジア地域でも上昇傾向が見られます。

皮革製品は高級品の主要な部分を占めているため、高級皮

革製品の富裕層需要は今後も高くなると予想されます。

また、衣料品業界でも、その耐久性と高級感のある外観によ

り、皮革の使用が増加しています。ベルトや財布は、特にミレ

ニアル世代の間でファッションステートメントとして、より重要

度が高く、成長市場となっています。

今後数年間でファッション産業界の動向は大きく変化する可

能性がありますが、国内皮革関連産業の発展のためには、そ

の動向をいち早くキャッチすることが肝要です。
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(0)-2. 実施における事前調査  

日本の皮革・皮革製品を取り巻く背景＜サステナブルな社会の現状＞ 

染色工程における水の大量消費、さまざまな薬品が含まれた大量の排水、ファストファッションの台頭による大量

生産や消費などによる環境負荷が、地球温暖化や気候変動、資源の枯渇といった環境問題を引き起こす一因とさ

れ、ファッション産業がもたらす環境負荷はここ数年大きく取り上げられています。

皮革関連産業においても昔のイメージのままの間違った認識に加えて、代替え素材(ビーガンレザー)の台頭や、動

物愛護などの観点からも風当たりは強くなっています。

企業のサステナビリティへの対応などの社会的価値が重要視される時代において、皮革関連産業界では、

Thinking Leather Action（シンキング・レザー・アクション＝TLA）の活動や各企業・ブランドの発信で、皮革が食肉

の副産物であり、サステナブルにも配慮している素材であると打ち出しつづけています。

近年の消費者の考えの一つとして「自分が好きなデザインの商品を持ちたい、優れたクオリティの商品を永く使用

すること=サステナブル」といった価値観があります。皮革に関する正しい知識を知ることで、皮革=NOではないとい

う認識が徐々に浸透してきています。

サステナブルかサステナブルではないかの問題は、その「LEATHER」が動物性かヴィーガンかということではなく、

原料が何であり、どのような方法で生産されたかといった「トレーサビリティ」の要素を重要視しなくては本質的な問

題解決にはなりません。

また、パリではファストファッション罰則法案が全会一致で可決されるなど、2024年は行政主導のサステナブル規

制に注目が集まっています。

環境に配慮した社会は、日々進化しているため常に情報を取得し、柔軟に対応することが必要となります。

▲ Thinking Leather Actionは、様々なメディアや広告を活用して皮革に関する正
しい知識を伝えています。

サステナビリティに対する国内外の動向
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日本の皮革・皮革製品を取り巻く背景 ＜皮革関連産業のサステナブルな動き＞

2024年4月から世界的な化学物質の規制動向を踏まえて「日本

エコレザー」の認定基準が改訂されます。

「日本エコレザー」は、消費者に安全・安心な革と皮革製品を届

ける為、当時の世界的な基準などを参考に、2006年に制定され

た革の認定制度で、2009年の認定開始から革が845件、認定革

を使用した皮革製品が378件の合計1,223件(2024年2月現在)が

認定を受けています。

企業が欧米などの海外市場に革や皮革製品を売り込む際、素材

開発に使用されている化学物質などの品質に関しては、作り手

はもちろん、その先の消費者からも注視されます。

基準を改訂することで、さらに安全・安心な革と皮革製品が増え、

国際的な評価が得られると考えます。

日本エコレザーの認定基準が改定

国内

Leather Working Groupの認定が基準に

国外に目を向けるとLeather Working Group(以下LWG)の認定が
欧米においては、重要な基準になりつつあります。
2005年に設立され、皮革に関わるブランド、タンナー、薬品メー
カーの3社で構成されている団体として皮革関連産業のなかで、
重要な位置にいます。

皮革の生産工程において、使用する薬剤の安全性や排水処理
などの環境対策を審査し、厳格な国際基準に準拠した製革企業
のみがLWG認証を取得することができ、その企業が製造した革
がLWG認証革として販売することが可能となります。
LWGは透明性と追跡可能性を通じて、皮革調達の「基準を協力
して高めること」を目的としています。サプライヤーである多くの
企業やブランドを巻き込むことで、この認証を取得した革を使う
ことが必然になってきています。サステナブルな皮革の使用が
標準装備化される時代に向け、この循環型システムの確立は、
国際的な販路開拓において必須の要件となりつつあります。

▼新しい認証マーク▼

国外

(0)-2. 実施における事前調査  



8

日本の皮革・皮革製品を取り巻く背景＜時代を見据えたコミュニケーション視点＞

本年度も皮革関連産業の「見える化」を推し進め、産業内におけるサステナブル
な取組、ものづくりの背景、皮革の正しい知識に焦点を当てます。

継続して発信することで、既存顧客の目に留まり、
新規顧客には新しい知識を植え付け、皮革の知識と物を循環させて

、国内外で日本の皮革関連産業の未来を示していきます。

▼

サステナブルアクションの「見える化」

今年度事業における時代を見据えたコミュニケーション視点

サステナブルアクションの「見える化」

【サステナブルアクションの発信】

令和5年度事業では、各出展事業者が行っているサステナ
ブルな取組の掲出をおこないました。
作り手の想いやその背景、プロダクトアウトまでを可視化
し、来場した多くのバイヤーやメディアから、「各社の取組が
分かりやすい」と高い評価をいただきました。
国内実施の展示会では、この取組を継続、デザインを踏襲
し、各出展事業者のサステナブルアクションを発信します。

「知識と物の循環」を定着させ、サステナブルな
皮革関連産業の未来へ繋げます。

(0)-2. 実施における事前調査  
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2年間の事業を振り返って ＜ワンオーの対応実績＞

皮革に関わる正しい知識や国内皮革関連産地が取組む様々なサステナブルアクション、作り手の想いやそ
の背景を可視化したことは、業界内外に対して大きな「気づき」を与えることに貢献出来たと考えます。

また、事業を遂行する中で出展事業者にとってのサステナブルな活動を、常に整理し助言を行なってきたこ
とにより、出展事業者の取組も年々アップデートされてきました。

(0)-3. 事業コンセプト

■ 2年間の事業における課題

国内皮革関連産業としての業界内外に向けたサステナビリティPR / サステナブルが標準装備化された時

代における他者との差別化

国内外で加速度的に変わりゆく市場概況と商習慣への適応 / 出展先展示会における来場者ニーズを踏

まえた的確な準備 / 各出展事業者のブランディングとプロモーション

■ 2年間の事業においてワンオーが実施した対応策

⚫信頼性の高い情報訴求と発信力強化の目的でKOLを採用したOMO施策の実施。

⚫世界基準の質の高い出展事業者を募るために有力メディアと協業し、公募方法を拡充。

⚫出展先展示会概要を前提に異なる商習慣に対しての営業知識、販売価格を抑えるための知識、商品はも

ちろん付随する販促物等も含めた高いクリエイティブ、貿易の知識、これら各要素をアップデートするため

の出展事業者サポートを実施。

⚫来場者ニーズと出展事業者ニーズに応えたブース構造、デザインアプローチ、コンテンツ造成。

⚫市場概況に適合した最適解な出展先展示会の選定と出展事業者サポートの実施。

⚫プロのセールススタッフによる高レベルの接客と来場者マッチング機会の提供。

結果

出展先展示会でのブース来場者数と商談数は年々上昇。商談成約に至った事業者数も向上。

情報発信においても、指標としていた数値を大幅に更新。

事業を遂行する上で得られた定量的、定性的成果と課題を、PDCAサイクルにて常に

アップデート。事業として最適解の施策と事業者への伴走型の支援を行ってきました。

皮革や皮革製品を取り巻く環境や市場が日々変化をしている中で、当社は2年間の事業を通
じて段階的に情報発信の展開を図ってきました。

■ 一昨年度事業

一人歩きする誤った知識を正すため、わかりやすい文章と

イラストを使用して、展示会、WEBサイト、SNS広告、セレクト

ショップでの展示などを通じて、皮革に関する正しい知識の

啓蒙を目的とした発信を行いました。

■ 昨年度事業

国内皮革関連産地が取組む様々なサステナブルアクション、

作り手の想いやその背景にフォーカスした発信を行いました。

国内皮革関連産地が取組むサステナブル情報をご覧
になった印象をお教えください。

非常に良い 26

良い 20

普通 2

少し悪い 0

悪い 0

▲令和5年度
来場者アンケートより
(回答者数 : 50名) 

▲左から：各社のサステナブルな取組
/オンラインメディアからの発信/啓蒙
パネル

▲皮革に関する正しい知識の啓蒙パネル
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2年間の事業を振り返って ＜包括的課題＞

(0)-3. 事業コンセプト

2年間の事業を通じて得られた成果と課題に同事業内にて実施した有識者による検討委員会内で

も提言された内容も踏まえて、加速度的に変化してきている皮革関連産業を取り巻く市場の中で、

本事業のさらなる発展のための解消すべき包括的課題を抽出。

国際的な販路開拓における国内皮革関連企業が抱える課題

産地毎の企業努力によって、鞣し、染色、加工、縫製それぞれの工程で専門性を高めた結果、国際的に評価さ

れる技術力を養ってきた日本の皮革関連産業。反面、川上から川下まで、 複数の企業が関わり、それぞれの分

断化に至ったことより、専門性は高まった反面、産地企業は業界動向や市場需要(ブランディング、クリエイティ

ブ)が分からず、メーカーやブランドは産地(生産背景、技術、特徴)を直接知らないと言った状況にあります。世界

的な信頼が確固たる日本の「匠」の技術に加えて、異なる商習慣に対しての営業知識、販売価格を抑えるため

の知識、商品はもちろん付随する販促物等も含めた高いクリエィティブ、貿易の知識、これら各要素をアップデー

トするためのサポートが必要です。

消費社会の成熟化やデジタル化によるマーケティング手法の変化への対応

消費社会の成熟化やデジタル化に伴い、独自の価値観を持った消費者が形成され、それぞれ異なった消費行

動をとり始めた結果、従来型のマーケティングは通用しなくなりました。インターネットによる瞬時の情報検索・共

有・拡散は、買い手が持つ情報量を飛躍的に増大させ、 InstagramをはじめとするSNSの浸透はトレンドセッター

や編集者としての地位を業界人から奪い、優れた個人に変え始めています。以前のような売り手から買い手へ

の一方向のトレンド伝達ではなく、小さなトレンドが売り手からも買い手からも同時多発的に起こり双方向に伝達

していく複雑な世界になっています。

包括的価値の重要性

これまで消費者にとって「価格の安さ＝コストパフォーマンス」という価値づけだったのが、ブランド力や機能性、

品質、ローカルのトレンド感、そしてリセールバリューなど、包括的な魅力こそが価値と捉えるように変化していま

す。たとえ高価なハイブランドであっても、長期的な視点と包括的な魅力においては「コストパフォーマンス」は高

く、それが購買に紐つく時代になってきています。

消費活動におけるサステナブルの価値

様々な産業において、年々、サステナビリティやSDGs意識は高まり、流通している製品やサービスにサステナブ

ル要素の内包は前提になってきており、差別化されたオリジナル性のあるクリエイティブやデザイン、信頼感の

あるメディアや個人による支持や世界基準の認証制度が消費活動においても重要視されています。

展示会特性の確かな把握と、ターゲットの明確化

加速度的に変化してきている市場概況に紐づいて、販路開拓における最適解な手法も比例して変化しています。

その最適解な手法を見出すには確かな実績とノウハウが必須です。出展先展示会の特性を理解の上、来場者

ニーズをしっかりと把握し、ターゲットを見定め、的確なアプローチを行うことによってこそ成果向上が見込めます。
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国内皮革関連産業における産業振興とサステナビリティ推進を断続させず段階的に発展させていくためにも、
これまでの事業で積み上げた実績と明確な課題、様々な事業者と共に培ってきた経験、これらの土台を最大

限に活かした、事業としての「進化と継承」こそが飛躍的な成果向上には必須となります。

激しく変動する世界市場の商流に確実に合流しつつある流れを、より大きな流れとうねりにするために、

PDCAサイクルによる適確な施策を実施し、3年目の集大成としてパフォーマンスを最大化。

昨年度以上の数値の更新を目指します。

＜事業展開全体テーマ＞

Japan leather to the world to the Future

事業展開全体コンセプト

(0)-3. 事業コンセプト

進化と継承

日本全体を一つの大きな皮革産地として捉え、
川上から川下の産地間の連携によって実現された先進的かつ国際的な魅力と価値も備えた

「品質」×「デザイン」×「サステナブル」を訴求。

■ 1年目 （令和4年度）

Creative & Sustainable
クリエイティブ ＆ サステナブル

サステナブルな皮革産業の未来へつなげる国内皮革関連産業の潜在的

SDGs価値と魅力を発信するため、「皮革に関わる正しいSDGs知識の啓蒙」と

「デザインによる魅了」をコンセプトに日本オリジンの 「品質」×「デザイン」×

「サステナブル」を訴求。

■ 2年目 （令和5年度）

Creative & Sustainable & Craftsmanship
クリエイティブ ＆ サステナブル & クラフトマンシップ

国内皮革関連産業における産地から発信されるサステナブルアクションと、も

のづくりの魂（たましい）の価値と魅力を発信するため、1年目のコンセプトをよ

り進化。日本が世界に誇るクラフトマンシップ（匠の技術）から生み出される特

有のサステナビリティを訴求。

3年目にあたる本年は、これまでのフェーズの集大成として、

包括的課題の解決を前提に、より高次元で日本オリジンの

Creative&Sustainable&Craftsmanshipを世界に向けて発信します。

そして、日本皮革関連産業の未来へ。

過去2年の事業では、1年目を第1フェーズ、2年目を第2フェーズとして

国内皮革関連産業におけるサステナブル推進による環境醸成を段階的に目指してきました。
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仕様書に準ずる施策構築のポイント

2年間の事業を経て、得た成果と課題を踏まえて、
以下「1.2 事業実施方法」ご提案の独自提案と工夫ポイントをまとめます。

(0)-3.事業実施方法

事業全体テーマに基づき、時勢にあった最適解な施策を実施。国際的市場において販路開拓の可能性を孕んだ出

展者を確実に見極め、豊富な皮革関連産業の知見と、国内外の皮革市場知見、サステナビリティ知見を有し、営業、

PRに精通したスペシャルサポートチームが、出展事業者に寄り添った最適なサポートを行い、事業効果の最大化を図

ります。

Point.1

(1) 国内外の展示会への出展及び運営

国内皮革関連企業が取り組んでいる環境に配慮したものづくりや、新たなテクノロジー等、時代性のある先進的なサ

ステナブルアクションにフォーカス。オンラインメデイアの活用により、訴求力も最大化。昨年度事業における情報発信

も活かすことにより、業界内での多様なサステブルな取組を包括的にかつ世代を越えて発信し、OMO施策により出展

事業者の商談にも寄与します。

Point.2

(2) 皮革関連産業内のサステナブルな取組についての情報発信

事業施策毎の特性に合わせたアプローチをオフライン、オンライン（特設WEBサイト、SNS、有力オンラインメディア等）

両軸で展開。展開の際にはサステナブルを意識した手法に基づき、環境へも配慮します。ワンオーが保有する知見と

ネットワークを最大限に活用し、統一的なデザインと皮革関連産業におけるサステナブルアクション、出展事業者個性

の双方を効果的にかつ効率的に発信します。

Point.3

(3) 広報等

事業内での様々なアクションプランの中で効率的な手法により、定量・定性の両面で調査、分析を行い、事業者への

フィードバック活用から次年度以降への事業策定において参考となる報告を行います。
Point.4

(4) 報告書の作成



13

(0)-4. キービジュアル   

本事業は令和4年度より実施されており、その積み重ねてきた実績を断続させず、

JAPAN LEATHER SHOWROOMを継続的に国内外に強くアピール。

事業成果の発展的向上のためにも、昨年度制作したキービジュアルを継続活用しました。
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(0)-5. 全体運営体制図 

< 国際見本市事務局> 

株式会社AROUND 担当: 撫養 (平日10:00〜17:00) 

TEL: 080-7596-5871  E-mail: leather_tradeshow@one-o.com

<セールスサホート> 

株式会社ワンオー 担当:久保田、佐藤 (平日10:00〜17:00)

TEL:  03-5774-1420  E-mail: kubota@one-o.com / yuko.sato@one-o.com 

主管

経済産業省

管理及びセールスサポート

岩城大典
久保田朋和

佐藤祐子

サポートスタッフ

お問い合わせ対応

株式会社AROUND 撫養胡桃

国
際
見
本
市
事
務
局

株式会社ワンオー

中島英恵/坪内隆夫/今城薫
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(1)国内外の展示会への出展及び運営 
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(1)-1. 出展事業社募集 

国内外の展示会への出展及び運営の実施に向けて、国内展示会「ファッションワールド東
京・国際サステナブルファッションEXPO」と国外展示会「PITTI IMMAGINE UOMO」
「MAN/WOMAN」の出展事業社募集を実施。 

募集要項

出展に際し、以下の要項に基づき出展事業社募集を実施。 

募集出展事業社数:

1. ファッションワールド東京・国際サステナブルファッションEXPO ： 予定企業数8～12社 

2.  PITTI IMMAGINE UOMO＆ MAN/WOMAN ： 予定企業数 6社以内 

募集期間: :2024年6月3日（月）〜2024年7月1日（月） 

応募方法: 申請書類一式を事務局宛にメールで提出 
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募集方法 

(1)-1. 出展事業社募集 

昨年度以前の出展事業者への案内の他に、委託先であるワンオー保有の約
20,000件 のコンタクトリスト(ファッション業界関係者、プレス、メーカー・ブラン
ド、皮革関連産業関係各所、サステナブル業界関係者等)を活用し、出展募集
のリリースを配信。

ファッションWEBメディア FASHIONSNAPや同サイトのSNS(X)も使用し、広く情
報を発信。
◆FASHIONSNAP
   https://www.fashionsnap.com/article/2024-06-03/sfe2024/
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参加応募用紙 

(1)-1. 出展事業社募集 
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(1)-2. 選定委員会 

選定委員会概要 

出展事業社決定にあたり、公平な審査のため、第三者である有識者4名による選定委員会を設置。 

募集締め切り後に選定委員による審査を実施し、出展事業社を決定。 

■日時

令和6年7月5日(金)午後13時〜

■出展する事業者の選定

・ファッションワールド東京・国際サステナブルファッションEXPO (日本・東京)

予定企業数予定企業数8～12社 (革製の靴、鞄、雑貨、衣料、皮革素材)

※8〜12社をそれぞれ革製の靴、鞄、雑貨(小物、ベルト、手袋など)、衣料、皮革素材の各属性毎に

3〜4 社選定予定。

・PITTI IMMAGINE UOMO、MAN/WOMAN

予定企業数 6社以内(革製の靴、鞄、雑貨、衣料、皮革素材)

※革製の靴を中心に鞄、雑貨（小物、ベルト、手袋など）、衣料

※①、②ともにそれぞれ補欠2社も選定。(補欠は辞退が出た場合に繰り上げ。)

■選定委員会メンバー ※敬称略、順不同

川北芳弘/川善商店/Kawazen Leather/株式会社レスイズモア

村手謙介/株式会社アーバンリサーチ

芳之内史也/株式会社レコオーランド

中島英恵/フリーランス



(1)-2. 選定委員会 

応募企業 36社 ※敬称略 順不同 

会社名 主な出店希望 品目 応募する展示会の種類

シックスクロージング 革鞄・バッグ PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

moja kawa 革小物 国際サステナブルファッションEXPO秋展

天野宝国株式会社 皮革素材＋バック、財布、ベルト、革ジャン（ASAKUSA革百
貨店ブランド）

両方

YURUKU 革鞄・バッグ 未定

株式会社ポープインターナショナル 革帽子 PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

EARLY MOUNTAIN WORKS株式会社 革鞄・バッグ 両方

株式会社寿屋 皮革素材 国際サステナブルファッションEXPO秋展

株式会社ロカシュー 革靴 両方

株式会社AIC 皮革素材 両方

有限会社デコルテ 革靴 国際サステナブルファッションEXPO秋展

有限会社エルフ 革靴 両方

株式会社ロビココ 皮革素材(SFE) レザージャケット(PITTI＆パリ) 両方

株式会社ブルックリン 革小物 両方

KYOTO Leather株式会社 全部 未定

株式会社 絹や 革財布 国際サステナブルファッションEXPO秋展

株式会社スピングルカンパニー 革スニーカー PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

一般社団法人日本バッグ協会 革小物 両方

有限会社トン 革財布 両方

株式会社東京デリカ 革鞄・バッグ PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

(株)リーガルコーポレーション 革靴 PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

株式会社ウノフク 革鞄・バッグ 国際サステナブルファッションEXPO秋展

(株)エヌ・ケー 革小物 両方

株式会社インターナショナルシューズ 革靴 PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

株式会社ロワード 革鞄・バッグ 両方

有限会社MAKOO 革鞄・バッグ PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

株式会社クレモアインターナショナル 革鞄・バッグ 国際サステナブルファッションEXPO秋展

株式会社オールマイティ 皮革素材 国際サステナブルファッションEXPO秋展

KeepAlive株式会社 革鞄・バッグ 国際サステナブルファッションEXPO秋展

株式会社ヴァーブクリエーション 革靴 両方

株式会社古屋野水産 皮革素材 未定

株式会社エイチ・カツカワ 革靴 PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

株式会社signifie 革鞄・バッグ 国際サステナブルファッションEXPO秋展

株式会社山陽 PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

マドラス株式会社 国際サステナブルファッションEXPO秋展

クラフトバンク PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

株式会社BOND&Co (A LEATHER) PITTI IMAMAGINE UOMO & パリ展示会

(応募見送りや問い合わせのみの企業は11社)

20
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審査結果 (集計表) 

(1)-2. 選定委員会 

申込区分
①SFE

②PITTI＆パリ 

企業名 採点 
審査員A

採点 
審査員B

採点
審査員C

採点
審査員D

合計

1 ① 株式会社ロビココ 17 13 13 18 61

2 ① 株式会社寿屋 16 13 13 17 59

3 ① 株式会社A.I.C. 15 14 14 18 61

4 ① 株式会社オールマイティ 17 12 15 18 62

5

①
天野宝国株式会社

15 14 14 17 60

② 15 14 14 17 60

6 ① 株式会社ウノフク 16 12 10 17 55

7 ① 株式会社 絹や 18 17 14 18 67

8 ① 株式会社クレモアインターナショナル 10 12 6 11 39

9

①
有限会社トン

13 9 11 13 46

② 11 9 9 13 42

10 ① モジャカワ 14 16 18 18 66

11 ② 株式会社東京デリカ 17 13 14 16 60

12 ② 株式会社ユハク 17 13 14 17 61

13
①

有限会社野村製作所
17 14 13 16 60

② 16 13 12 16 57

14

①
シックスクロージング

16 13 15 17 61

② 16 13 15 17 61

15 ② 株式会社ポープインターナショナル 13 10 12 15 50

16 ① 株式会社シニフェ 14 12 11 13 50

17
①

アーリーマウンテンワークス 株式会社
15 13 8 12 48

② 15 14 8 12 49

18 ① KeepAlive株式会社 16 12 14 18 60

19 ① 有限会社デコルテ 16 11 11 17 55

20 ② 株式会社リーガルコーポレーション 17 18 19 21 75

21

①
株式会社ロカシュー

16 11 18 11 56

② 15 11 18 11 55

22

①
株式会社ヴァーブクリエーション

17 14 18 20 69

② 16 13 18 19 66

23 ② 株式会社スピングルカンパニー 17 14 15 18 64

24 ② 株式会社エイチ・カツカワ 17 16 15 16 64

25 ② 株式会社BOND&Co. 17 16 20 20 73
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選定した出展事業社 ※順不同 

国際サステナブルファッションEXPO

(1)-2. 選定委員会 

企業名 ブランド名

1 株式会社 A.I.C. -

2 株式会社オールマイティ -

3 天野宝国 株式会社 -

4 株式会社 ロビココ -

5 株式会社 ヴァーブクリエーション U-DOT

6 有限会社 デコルテ Je t’emmène

7 株式会社 ロカシュー Numero Uno

8 KeepAlive 株式会社 Onemiler & Detrans

9 株式会社 絹や Kinuya indigo

10 シックスクロージング Six coup de foudre

11 有限会社 野村製作所 CROCCO

12 maja kawa maja kawa
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選定委員会で選定した出展事業社 ※順不同 

PITTI IMMAGINE UOMO、MAN/WOMAN

(1)-2. 選定委員会 

MAN/WOMANについては、展示会主催者選定により以下4社を選出。

企業名 ブランド名

1 BOND&Co.ltd A LEATHER

2 H.KATSUKAWA Co.ltd H.KATSUKAWA Co.ltd

3 REGAL CORPORATION REGAL Shoe&Co.

4 Verb Creation Co. Ltd. U-DOT

企業名 ブランド名

1 BOND&Co.ltd A LEATHER

2 H.KATSUKAWA Co.ltd H.KATSUKAWA Co.ltd

3 REGAL CORPORATION REGAL Shoe&Co.

4 Six-clothing Six coup de foudre

5 Yuhaku Inc. yuhaku

6 Verb Creation Co. Ltd. U-DOT
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I 国内
「国際サステナブルファッションEXPO」 
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(1)-Ⅰ-1 国内展示会概要

展示会概要
 

■開催名称:
 FaW TOKYO (ファッション ワールド 東京) サステナブルファッション EXPO 秋展

■開催日時: 2024年10月15日(火)～17日(木) 

■開場時間: (来場者) 
10月15日(火) 10:00～18:00
10月16日(水) 10:00～18:00 
10月17日(木) 10:00～17:00

(施工日)            10月13日 (日) 8:00～20:00
(出展者搬入日)  10月14日 (月) 8:00～20:00 

■開催会場: 東京ビッグサイト (東展示棟) 
住所: 〒135-0063 東京都江東区有明3丁目11−1 

TEL/FAX: 03-5530-1111 
URL: https://www.bigsight.jp / 

■ブース名称: Japan Leather Showroom



26

全体スケジュール

(1)-Ⅰ-1 国内展示会概要
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出展事業社 ※順不同
 

(1)-Ⅰ-2 出展事業社情報

株式会社 A.I.C. 

株式会社 オールマイティ

天野宝国 株式会社

株式会社 ロビココ

株式会社 ヴァーブクリエーション

有限会社 デコルテ

株式会社 ロカシュー

KeepAlive 株式会社

株式会社 絹や

シックスクロージング

有限会社 野村製作所

maja kawa

鞄 / バッグ・小物

靴

素材
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出展事業社説明会の実施

■日時
2024年7月19日(金) 13:00-15:00
希望者全員で実施。

■実施方法
オンライン(Zoom)

■内容
国際サステナブルファッションEXPO秋展についての概要、スケジュール、注意事項等を説明。

説明会時に使用した資料の抜粋

(1)-Ⅰ-3 出展事業社説明会
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出展事業社個別面談の実施

■日時
2024年7月23日-8月7日の期間

■実施方法
オンラインにて実施。

■内容
出展事業社説明会の補足。
展示会出展における商品企画含めたクリエイティブ、商品選定、価格設定、陳列方法等、本事
業セールスサポートアドバイザー中島英恵氏を中心にアドバイスを実施。

面談を実施した企業

株式会社ロカシュー/7月23日(金) 10：00-11:00
Six-clothing/7月23日(金) 11:00-12:00
株式会社ロビココ/7月23日(金) 13：00-14:00
株式会社絹や/7月30日(火) 11：00-12:00
有限会社野村製作所/8月6日 (火) 15:00-16:00
株式会社AIC/8月6日 (火) 16:00-17:00
KeepAlive株式会社/8月7日 (水) 15:00-16:00

面談を実施しなかった企業(メールや電話にて個別対応)

天野宝国株式会社
有限会社デコルテ
(株)オールマイティ

moja kawa
株式会社Verb Creation

(1)-Ⅰ-4 出展事業社個別面談



30

(1)-Ⅰ-5 ブースデザインとレイアウト

ブースデザインコンセプト

ブースデザイン

“継承”と“進化” 

過去2年間で好評だったデザインを更にパワーアップ。
同展への継続出展を通じて、強烈に刷り込まれたブースイメージを踏襲することにより、

過去に来場されたお客様の来場も見込める空間に仕上げました。

どの角度から見てもアイキャッチとなる色彩や明るさを表現し、
各社様の商品を引き立たせるシンプルな什器とマッチしたブースデザインを実現。

また、国内皮革関連産業が取組むサステナブルな活動をブース内の各所に配置し、
ブースを訪れる全ての方が、「皮革の知識」をアップデートできる空間となりました。
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ブースレイアウト

(1)-Ⅰ-5 ブースデザインとレイアウト

四方から入りやすく、ブース内を回遊しやすいレイアウト。
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出展事業社のブース位置

出入口 出入口出入口

① ②

③④

⑤ ⑥

⑦⑧

⑨ ⑩

⑪⑫

カテゴリー
ブース

No.
企業名

靴 1 株式会社ヴァーブクリエーション

靴 2 株式会社ロカシュー

靴 3 有限会社デコルテ

バッグ・革小物 4 有限会社野村製作所

バッグ・革小物 5 株式会社 絹や

バッグ・革小物 6 シックスクロージング

バッグ・革小物 7 moja kawa

バッグ・革小物 8 KeepAlive 株式会社

素材 9 天野宝国株式会社

素材 10 株式会社 オールマイティ

素材 11 株式会社 ロビココ

素材 12 株式会社 A.I.C. 

(1)-Ⅰ-5 ブースデザインとレイアウト



33

素材の什器詳細

(1)-Ⅰ-6 展示什器
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靴の什器詳細

(1)-Ⅰ-6 展示什器
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鞄・小物の什器詳細

(1)-Ⅰ-6 展示什器
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2024 国際サステナブルファッションEXPO【全体】

(1)-Ⅰ-7 記録写真
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2024 国際サステナブルファッションEXPO 【靴】

(1)-Ⅰ-7 記録写真
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2024 国際サステナブルファッションEXPO 【鞄・小物】

(1)-Ⅰ-7 記録写真
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2024 国際サステナブルファッションEXPO 【素材】

(1)-Ⅰ-7 記録写真
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(1)-Ⅰ-8 来場者数  

FaW TOKYO公式来場者数 

JAPAN LEATHER SHOWROOM来場者数、商談数

JAPAN LEATHER SHOWROOM 来場者数：目標600名に対して660名が来場。

※令和4年度同事業にて出展時の数値：716名/全体：19,147名
（ジャパンレザーショールーム/ファッションワールド東京）

※令和5年度同事業にて出展時の数値：752名/全体：20,195名
（ジャパンレザーショールーム/ファッションワールド東京）

商談数：1出展事業社平均12件(目標：12件）

※昨年度実績：1出展事業社平均10件

来場者数：21,247名

※前年2023年10月：20,195名

メーカーやSPA、国内セレクトショップなど多数の来
場があり、アジアからのバイヤーも目立った。異業
種の来場もあり、ノベルティ制作などの相談もあっ
た。デザイナーが素材を探しているケースも見られ
た。
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(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート

来場者アンケート 
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※複数回答可

質問1 あなたの職業は？

百貨店 0 0.0%

セレクトショップ 2 4.0%

専門店 6 12.0%

量販店 1 2.0%

通信・ネット販売 2 4.0%

卸売 7 14.0%

メーカー 11 22.0%

デザイナー 7 14.0%

プレス 2 4.0%

商社 4 8.0%

代理店 0 0.0%

タンナー 0 0.0%

その他 15 30.0%

未記入 0 0.0%

来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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【内訳】

※複数回答可

質問2
日本製レザーバッグ、財布、ベルト、手袋、シューズ、素材等について、次のどれに当ては
まりますか？

現在取り扱っている 22 44.0%

過去に取り扱ったことがある 4 8.0%

興味のあるブランドがある 11 22.0%

特に知らない 13 26.0%

未記入 2 4.0%

現在取り扱っている 品目

鞄 9

財布 7

財布以外の小物 4

ベルト 3

手袋 2

靴 7

革素材 6

その他 2

過去に取り扱ったことがある 品目

鞄 0

財布 0

財布以外の小物 0

ベルト 0

手袋 0

靴 1

革素材 1

その他 0

0 5 10 15 20 25

現在取り扱っている

過去に取り扱ったことがある

興味のあるブランドがある

特に知らない

未記入

来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

※複数回答可

質問3
本ブース(JAPAN LEATHER SHOWROOM)で、どの出展者/ブランドに興味があり
ますか？

株式会社ロビココ 21 42.0%

株式会社A.I.C. 11 22.0%

株式会社オールマイティ 10 20.0%

天野宝国株式会社 10 20.0%

有限会社デコルテ 5 10.0%

株式会社ロカシュー 6 12.0%

株式会社ヴァーブクリエーション 5 10.0%

株式会社絹や 10 20.0%

moja kawa 6 12.0%

有限会社野村製作所 6 12.0%

シックスクロージング 5 10.0%

KeepAlive株式会社 4 8.0%

未記入 6 12.0%

0 5 10 15 20 25

株式会社ロビココ
株式会社A.I.C.

株式会社オールマイティ
天野宝国株式会社
有限会社デコルテ

株式会社ロカシュー
株式会社ヴァーブクリエーション

株式会社絹や
moja kawa

有限会社野村製作所
シックスクロージング
KeepAlive株式会社

未記入

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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※複数回答可

質問4 日本ブースの革に興味を持った理由は何ですか？

ブランド力・知名度 4 8.0%

デザイン 8 16.0%

色・カラーバリエーション 11 22.0%

機能 5 10.0%

品質・技術 10 20.0%

価格 1 2.0%

ディスプレイ 5 10.0%

取引条件 1 2.0%

サステナブルな取組 24 48.0%

その他 5 10.0%

未記入 2 4.0%

0 5 10 15 20 25

ブランド力・知名度

デザイン

色・カラーバリエーション

機能

品質・技術

価格

ディスプレイ

取引条件

サステナブルな取組

その他

未記入

来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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質問5 国内皮革関連産業が取組むサステナブル情報をご覧になった印象をお教えください。

非常に良い 18 36.0%
良い 25 50.0%
普通 9 18.0%
少し悪い 0 0.0%
悪い 0 0.0%
未記入 0 0.0%

36.0%

50.0%

18.0%
非常に良い

良い

普通

少し悪い

悪い

未記入

来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

質問6
サステナブルファッションEXPO（SFE）以外他に視察・来場される展示会をお教えくださ
い。

ジャパンファッションEXPO 13 26.0%
ウェルネスファッションEXPO 3 6.0%
生地・素材EXPO 18 36.0%
アジアの縫製・生産工場EXPO 7 14.0%
ファッションDX EXPO 9 18.0%
ブランド＆デザイナーEXPO 9 18.0%
未記入 13 26.0%

0 5 10 15 20

ジャパンファッションEXPO

ウェルネスファッションEXPO

生地・素材EXPO

アジアの縫製・生産工場EXPO

ファッションDX EXPO

ブランド＆デザイナーEXPO

未記入

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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質問7 ファッションワールド東京(Faw TOKYO)訪問回数は？

はじめて 23 46.0%

2回目 9 18.0%

3回目 7 14.0%

4回目 3 6.0%

5回目 1 2.0%

6回以上 8 16.0%

未記入 1 2.0%

46.0%

18.0%

14.0%

6.0%

2.0%
16.0%

2.0%

はじめて

2回目

3回目

4回目

5回目

6回以上

未記入

来場者アンケート結果 (回答者数:52名)  

(1)-Ⅰ-9 来場者アンケート
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イベント終了後のヒアリングシート

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック

第1回 第2回
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報告項目一覧 

有限会社デコルテ

1. 30名
2. 20枚
3. 5社
4. 浜松市フェアトレードの個店「晴天」受注会開催の決定。
5. 商談予定が2件。
6. 自社ブランドje t‘emmèneの商品全般 過度な在庫を持たずに受注生産であること 若い職

人を採用し、浅草で作っていること 商品のストーリーやこだわりがつまった世の中にあまり
ない靴であること。

7. 色々なお客様がいらっしゃるのでコストについて高いと言われたり、日本製なのにこの値段
なの？と言われたり・・様々な意見を聞くことが出来たまたきちんと商品の説明をすると話を
聞いてくださり試着をして、高評価を頂けるところが数件あったのでこれからきちんと商談進
めていきたいまた、海外のバイヤー？からの問い合わせも多くあったが輸出してないので
対応に困ることが多々あった 今後は輸出についてもきちんと準備をしておいた方がいいの
か・・そもそも言語の壁があります。

8. 来客数の少なさは残念な点だった また展示会自体も海外出展者が多く、少しイメージが悪
く？残念な感じ？かなと思った PRの点では自社を取り上げて頂きありがとうございました。
ファッションスナップの記事もこれからの反響に期待したいです。

9. 輸出に関してのフォローがあればいいかなと思います 事前準備のアドバイスや現地での
フォロー、もしあれば商売が広がるかなと思いました。

10. 未記入

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社野村製作所

1. 55人
2. 52社
3. 4社
4. なし
5. 現在商談中やこれからアプローチしていく予定の会社もいくつかある為、今後にはつながる

予定です。
6. CROCCO：カラーバリエーションが豊富なところ。アイテム数が豊富。他にはないデザインや

軽さ、など。
野村製作所オリジナル（だるまコインケースなど）：インバウンドに良い。持っていて楽しくな
る商品。
全体：OEMを探している企業が結構多い。

7. 上記と同様
8. 広く開放感もあるブースだったので、雰囲気も良く 足を止めてじっくりと商品を見てくれる方

が非常に多いと感じました。
9. 今回の出展にあたり、親切丁寧にご指導いただき本当にありがとうございました。事務局の

皆様の熱い思いも伝わってきました。非常に有意義な時間を過ごすことが出来、勉強にな
る事ばかりでした。

10. 未記入

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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天野宝国株式会社

1. 110人
2. 85社
3. 5社
4. ①オフィスマリアージュ、ウェディングサポート会社、リサイクルレザー、見込み120万

②株式会社ホビー、製品問屋、レザー、今後企画
③株式会社バンビ、時計ベルト問屋、レザー、今後企画
④TANU MAISON、ペット用製品、レザーもしくは製品売り、企画中
⑤ヤンピ、レザー製品販売、レザー製品もしくはレザー、営業中

5. 上記5社が今後の取引につながると考えています。9月にギフト・ショー展示会したので、そのお客様がまた来
場して下さったり、継続して出さないと成約には繋がらないと考えています。

6. １、２日目まではとにかく外国人の来客が多く、英語等コンタクト出来ないと大変だったと推察される。弊社で主
に興味を持っていただいたのでは、ANIARYのデザイナーがやっているHMAENというブランドデザイナーさんに
作ってもらった個人的なバック製品です。後、AGING ROSEというヌメのバラの商品を広告会社のデザイナーさ
んと製品企画をしており、そちらの問い合わせが多かった印象です。外国人からはOEMの相談を何件か聞か
れました。

7. サステナブルな取組としては弊社はレザーは元々サステナブルファッションの領域の商品ととらえている為、レ
ザーの為に原料を得ることがないことや、弊社の取組をThinking Leather Action含め丁寧に説明いたしました。
デザインに関しては、商品を一線の一流デザイナーにバックの製品を作ってもらったので、非常に評判が良
かったが弊社はあくまでもOEMが出来るという立場になることは説明しています。価格に関してはエルメスやプ
ラダで実際に使っている商材なので安くはないので、価格に関してより品質に関して訴求するようにしています。

8. 良かった点は、ブースの使い方が広く、商談をするのに中側のスペースでゆっくり話せたことが良かったです。
また、幅広い顧客層が来るのがサステナブルファッション展の良い所でもあるので、外国人にも広く商品解説
ができたのが意義あったと考えています。悪かった点は、時期の問題によるかもしれませんが、来場者数が前
回150枚の名刺に対し、９０枚ほどですので、やはり少し減少傾向にあることです。またアジアの外国人が多
かったため、英語が出来ないと少々厳しい展示会だったと推察します。

9. ワンオーの久保田さん、佐藤さん、中島さん、撫養さんに前回から引き続きサポートしていただき、安定して展
示会の事業展開出来たと考えています。弊社はINSTAGRAM広報事業とEC事業に広告会社デザイナーさん
の協力を得て注力しています。会期中はINSTAからの問い合わせも多く、スペースをあまり持たなくても発信
は出来ることを実感しております。名刺の読み込みに関して、弊社で使っているEIGHTのシステムが非常に便
利なので、後で撫養さんに展開させていただきます。会期中はありがとうございました。

10. はい

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下代)をご記入くださ

い。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サステナブルな取組

等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありました

ら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社絹や

1. 120名
2. 60枚
3. 25社
4. マドラス株式会社 数量打合せ中。
5. ヒース株式会社・株式会社ロンヨンジャパン・セイコーウオッチ株式会社・株式会社パソナグ

ループ 10社程度。
6. 藍染製品および素材。日本の伝統的染色技法や、染色工程での環境負荷が少なく、他にな

い皮革素材であるところ。
7. 製品評価は良かった。 どうしても伝統的な染色方法をとっていることから、価格面では課題

もあるものの理解はいただいた。 製品と素材を併せて展示したことから、素材及び製品両方
の理解につながり製品価値も伝えやすかったのではないかと思う。1社海外販売があること
から、LWD認証の持つ企業の素材が必要と依頼を受けている。

8. 展示会主体のファッションEXPOでの海外ブランド多いことと、集客力に課題はあるが、様々
な業種との商談が出来る機会あることは評価できる。

9. この度は サスティナブル展出展で選出頂き誠にありがとうございました。また PRに長濱ね
るさんとの記事広報に選出頂き、併せて感謝申し上げます 。お蔭様で、この度は時計メー
カーや靴メーカーなどの素材販売、また小売店舗等の製品販売などに繋がったことで大変有
意義な展示会であった思います。展示会ブース も見やすく、また商談の話もしやすい作りで
あったことから、多くの来場者に商談の機会を得ることができました。経済産業省主催事業で
このような機会を得ることが出来、また事務局の運営及び洗練されたインスタレーションブー
スで出展出来たことに感謝申し上げます。

10.未記入

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社ロカシュー

1. 100名
2. 80枚
3. 20社
4. 期間中の制約は無かったです。
5. アパレル会社からの2社オファーで11月アポが入り、サンプル製作に入る予定です！

6. 他ではないデザインとリーズナブルな価格。
7. エコレザー（和牛レザー、LWGレザー）などにはすごく興味を持たれてる来場者がいました。

弊社のホタテ貝殻粉末抗菌剤も人気でした！
8. オープンなブースで入場しやすかったと思います。出来れば靴ブースだけでも姿見（鏡）、椅

子などがあれば、嬉しかったです！
9. 今回も最高のサポートありがとうございました！来年もあれば是非出展したいです！！引き

続きよろしくお願い致します！！！
10. 未記入

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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1. 120名
2. 65枚
3. 75社
4. セイコーエプソン様 鹿原皮 サンプル購入10枚程度 約5万円

NONO YES様 サンプル依頼
5. 数社から鹿革原皮のサンプル依頼をいただいておりますのでお取引に発展するよう努力い

たします。
6. 真っ白な鹿革の風合い、柔らかさを高く評価いただきました。
7. 害獣の有効活用については強く共感いただきました。
8. 事前告知があまりできてなかったので、自社での集客が今後の課題です。製品のサンプル

をもっと増やした方が良いですね。
9. 貴重な機会をいただいたことに深謝いたします。
10. 未記入

株式会社A.I.C

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社ロビココ

1. 230名～250名
2. １54枚
3. 約50社
4. 10月20日時点で成約はありませんが、4社の企業様よりサンプル試作に向けた商談が始まってい

ます。バッグブランド2社(抹茶レザー、珈琲レザー)、スニーカーブランド1社(抹茶レザー)、時計ブ
ランド1社(抹茶レザー)

5. 10月20日時点で6社の企業様(国内5社、イギリス1社)から弊社への来社希望とのことで、アポイン
トメントが入っています。また、会場での商談でも弊社との取引を積極的に、ご検討いただけそうな
企業様も、10~20社程度いらっしゃいましたのでこれからフォローをしていきます。

6. 抹茶レザーについては発色の良さやカラー展開について多くのご来場者様から高い評価をいただ
けたと感じています。また、森半とのコラボレーションによるサステナブルな取り組みにたいしても、
興味を持っていただけたと感じます。珈琲レザーについては、素材感やカラー展開について多くの
ご来場者様から評価をいただけたと感じています。珈琲レザーとコーヒー袋を使ったアップサイク
ルプロジェクトや、産学連携による資源活用の取り組みについても、多くのご来場者様に興味を
持っていただけたと感じています。

7. 抹茶レザー、珈琲レザーともにコンセプトに関心を持たれる企業様が多く、弊社とのコラボレーショ
ンでオリジナル素材を開発したいというご要望が多くありました。また海外の企業様から輸出に関
する問い合わせ・ご要望も多くありました。

8. 昨年までとの変化についてですが、今回は特に海外からの来場者が多かったように感じました。
海外への輸出に関する問い合わせは多かったので、来年以降は海外からの来場者に対するフォ
ローを強化する必要があると感じました。ブース全体についてですが、昨年と比べて中央に導線
が確保されていてとてもオープンなイメージになったと思います。出店社数が12社となったこともあ
るかと思いますが来場者の方が商品を見やすくなったように感じます。

9. 先ずは関係者の皆様のサポートに御礼申し上げます。特に運営について不便や問題を感じること
はありませんでした。

10. はい

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下代)をご

記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サステナブル

な取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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Siｘ-Clothing

1. おおよそ50名
2. 31枚
3. 3社
4. 現在なし
5. ・made in japan project inc.、株式会社TheW、株式会社ワンオー(teema)

6. バック、小物、漆革素材、獣革製品、サスティナブル。
7. コラボレーションしたい。特注は可能かどうか。
8. 知らない世界を知れたこと。興味を持っていただける提案力不足。
9. いつも有難うございます。
10. 未定

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。

5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社オールマイティ

1. 60名
2. 23枚
3. 10社
4. (株)The W、バッグ、鹿革墨染、4枚、約3万、アトリエ ラピスラズリ、バッグ、猪金継ぎ1枚、

鹿金継ぎ1枚、約3万
5. 見積書を送り、あと3社検討して頂いてます。
6. ジビエレザーへの取り組み、生きた野生動物としての傷を金継ぎすることによってデザイン

として生まれ変わらせたこと。
7. ・AWに備えてダークトーンの色のみだったのでカラーバリエーションはどのぐらいか。

・ジビエレザーは安定的に入るのか。
・ジビエレザーだけではなく他にどんな革を扱っているのか。

8. ジビエレザーへの取り組みをPRしながら商品を実際に見て頂いたことにより、害獣駆除問
題や革はもともとエコであることなど商品を通じてたくさんの方に知っていただけたきっかけ
になったと思います。

9. 特にありません。ありがとうございました。

10. 未定

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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株式会社ヴァーブクリエーション

1. 40名
2. 30枚
3. 5社
4. 現在はまだ成約はございませんが、これから来社、打ち合わせを５社程度予定しています。
5. 地方の小売店舗様が2社ほど来社予定です。イッセイミヤケ事業を管理しているMNイン

ターファッションさんと11月13日に弊社にOEMの相談で来られます。香港のお店様1社、そ
のほかU.の展開を希望する会社様とコンタクト中です。

6. ユードットのカラーバリエーション、4週間の短期納期は喜ばれます。
7. やはり何がサスティナブルかは聞かれます。また取引条件なども聞かれることはもちろん

多いです。
8. 会場のディスプレイも見やすくて今までで１番良かったと思います。悪い点は周りが外国

の方が多く、お客様の質はあまり高くなかった印象です。
9. 運営に慣れているワンオーさんだったので問題ありません。メールをいただいている撫養

さんもしっかりされていて、逆に弊社のレスポンスの悪さに申し訳ないです。
10. 未記入

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下

代)をご記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サス

テナブルな取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック



59

moja kawa

1. 約90名
2. 28枚
3. 5社
4. 明確な成約はありませんでした。

株式会社Rienge/映像製作・ジュエリーアクセサリー企画・販売/レザージュエリーのデザイン・サ
ンプル製作Yuku Deer Leather Wears/野生の蝦夷鹿革を使用したライダースジャケットの企画製
造販売/残革を使用したポーチのサンプル製作

5. 見込み店舗・企業数 7社
株式会社Renge/上記サンプル製作後、受注生産の見込みあり。
Yuku Deer Leather Wears/サンプル製作後、受注生産の見込みあり。
株式会社コマースブースト/ライブコマースを介した受注見込み。
ONE PLANNING/福岡を中心とした九州圏の百貨店でのPOP UP仲介。
株式会社三松/着物生地を使用した革製品のデザイン・製造。
株式会社そごう・西武/POP UP株式会社OTO/飲食店への卸し仲介

6. 財布やカードケースなどのミニマムなデザイン
封筒やレジ袋、巾着、薔薇など、明確なコンセプトのある製品
あまり見かけないサイズ感で重厚感のあるビッグトート

7. 既存のデザインをベースに異素材を落とし込んだ製品含め、OEMを小ロット（数個からの受注生
産等）でやって欲しいという要望が何件かありました。サスティナブルな取り組み、エコレザー等に
関する質問も多かったです。

8. 相変わらずOEMの話が多かったですが、今回はデザイン含め提案できるような案件が多かったの
が良かったです。また、ほかの出展者含め、来場いただいたメーカーやデザイナーの方と話す機
会が非常に多く大変刺激になりました。

9. 特になし
10. はい

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下代)をご

記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サステナブル

な取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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KeepAlive株式会社

1. 約80名
2. 31社
3. 5社
4. 正式な受注・契約成立といったものは特にありませんでした。
5. 正直なところ、あまりブランドにとってプラスになるような話はなかったです。小さな店舗で

扱いたいという会社様も数件いらっしゃいますが、客層がマッチしているかというとそうで
もないので、オファーが来たとしてもお受けするかわかりません。

6. 受注は特にいただいておりませんが、弊社で売れ筋のウォレットポーチとダブルハンドル
トートはよく見て行かれる人が多いように思いました。また小物と別売りのストラップ類もス
トラップ単体で売っているのが珍しいのか、見て行かれました。

7. メーカーや業者が多く、OEMをやってないのか？革は売ってないのか？という質問をたび
たび受けました。また弊社製品のICチップ搭載に興味を示す同業他社の方も多かったで
す。（どれも弊社では現在お受けしておりませんが。。。）

8. 良かった点は商品を見ていく人の生の反応が見れたこと。
悪かった点は、期待していた小売店やバイヤーより、圧倒的に同業競合他社や逆営業
(リーシング・素材屋など)の訪問が多かったこと。 無断でカタログを持ってこうとする人や、
写真をやたら撮る人、生産背景などを根掘り葉掘り聞こうとする人など、正直こちらになん
のメリットも無い訪問者が多いのが残念でした。

9. 色々とご指南いただいた事に感謝しております。1つ後悔しているのは、展示会の来場客
層や傾向について、もう少し詳しくお聞きしてから出展すべきだったなと思いました。今後
もしもっと小売業者の来場がメインの展示会があれば、参加したいと思いますので宜しく
お願いします。

10. いいえ

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数
4. 成約はありましたか？成約があった店舗(企業)名、業態、受注品目、受注数、受注総額(下代)をご

記入ください。
5. 今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さい。）
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？（デザイン、価格、品質、取引条件サステナブル

な取組等）
8. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
9. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
10. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

(1)-Ⅰ-10 出展事業社からのフィードバック
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社名
展示会後の営業成果

（※2024年11月末時点）
成約には至らなかったが、今後の

取引につながりそうですか？

どの製品に受注、もしくは興味を
持たれましたか？また、その製品

のどこを評価されましたか？

有限会社デコルテ

静岡晴天さん
https://www.instagram.com/seite
n_with_chinami/
12月後半よりポップアップ(受注会)
開催

なし 商品はもちろんのこ、フェアトレー
ドやエシカルを意識されたお店で
すので、過剰な在庫を持たず、
セールなども行わずに受注生産し
ているということ、また歴史ある産
業を守るため高齢化が進む中で
積極的に若い職人を育て、持続
可能なものづくりを心がけている
ことこのあたりに興味をもって頂き
ました。

株式会社野村製作所

成約：0社商談中：3社
こちらとの条件が合わずお断りし
た会社：2社

今後の取引につながりそうです
（商談中3件）。現在、見積りや今
後の商品の検討をしています。

OEMの相談がメインですが、高級
感のある商品を作りたいとの問い
合わせがあったので、弊社のしっ
かりとした作りが評価されたので
はと思っています。

天野宝国株式会社

■成約企業
MOJA KAWA（出展社）家田さま
受注数ステア1枚 9500円
■見積依頼企業
Heart Up World 渡邊さま株式会
社オフィス・マリアージュ 田中さま

今後の見込み店舗数5件。今回の
展示会では直接受注に繋がりそう
な皮革製品を扱う製品問屋さんの
来場が少なかったような気がしま
す。しかしながら独自のルートに
よるフランスレザー商品を評価い
ただき新規のお取り組みの話を
何件かいただいている状況です。
また名刺を持っていなく、先方か
ら連絡の来た顧客も2人程居まし
た。

国産のレザーの購入者はエンド
ユーザー的なクラフト関係者が多
く、ヌメの商品に興味を持たれまし
た。プロの業界バイヤーさんには、
ギフトショーに引き続き来ていた
だいた顧客も多く、フランスから輸
入の一流のレザーであったり、イ
タリアのインポートも評判が良
かったです。今後何か取組がある
とすれば、サステナブルファッショ
ンのくくりをレザーショールームに
冠し、最も来場者の多いギフト
ショーの方が業界外からの来場も
見込めると感じます。実際弊社が
出して以降東証プライム企業さん
からのご依頼が飛躍的に増えて
います。

株式会社絹や

マドラス株式会社 打合せ中
セイコーウオッチ株式会社 素材
開発中
株式会社パソナグループ 提案
中未記入

4社程度 藍染の革は評価された。海外でも
販売する為、LWG認証仕様の革
の要望があり現在開発中。試作
品のテストは良好で開発の目途
はたっている。

株式会社ロカシュー

今回は成約なしです。 今後につながりそうな会社は、弊
社のサスティナブルな革や、素材
を使ったOEMでの商談が5件入り
ました！セレクトショップや、靴専
門店です！ZOOMミーティングや
展示サンプル送ったり、積極的に
今後もアプローチ続けています！

サスティナブルな革、素材を使っ
た靴や、シンプルだけどありそう
でないデザイン、かつリーズナブ
ルな点が評価されました。またミ
ニマムも弊社少量で対応できるこ
とも評価されました！！

株式会社A.I.C

ノーノーイエス株式会社 アパレル
鹿革 1,000ds
株式会社The W アパレル 鹿革
120ds
清川商店 問屋 鹿革 60ds
セイコーエプソン株式会社 印刷
会社 鹿革 600ds
総額約15万円

アーバンリサーチ様 ジビエの鹿革に興味を持たれる
企業が多く、弊社のオリジナル革
で白革のポルティラと言う商品に
興味を持って頂ける企業が多いと
感じた。

(1)-Ⅰ-11 出展事業社からのフィードバック(2回目)
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社名
展示会後の営業成果

（※2024年11月末時点）
成約には至らなかったが、今後
の取引につながりそうですか？

どの製品に受注、もしくは興味を持
たれましたか？また、その製品のど

こを評価されましたか？

株式会社ロビココ

①株式会社doublet.、アパレル、抹
茶レザー・珈琲レザー、12枚(サンプ
ル)、30万円
②株式会社スピングルカンパニー、
スニーカー、抹茶レザー、2枚(サン
プル)、5万円
③アシュフォード株式会社、手帳、
抹茶レザー、2枚、5万円

アパレル2社、時計ベルト2社、具
体的な商談が進行中です。

①抹茶レザー → 「食品の残渣を
使って鞣している」というストーリー、
京都宇治の老舗茶屋「森半」とのコ
ラボレーションであること、抹茶をイ
メージしたわかりやすい色展開など
に興味を持っていただきました。
②珈琲レザー → 「食品の残渣で鞣
している」というストーリー、オーガ
ニックでナチュラルな風合い、コー
ヒーをイメージした色展開などに興
味を持っていただきました。

Siｘ－Clothing

無し ワンオー、teema 革の胃器

株式会社オールマイティ

・(株)The W、メーカー、鹿革墨染、
4枚、5万
サンプル製作が終わり、本チャンの
発注を100枚以上でお見積りさせて
頂いてますのでそれが入れば70万
程の売り上げになります。
・アトリエ ラピスラズリ、ブランド、
猪革銀継ぎ1枚と鹿革金継ぎ1枚、5
万

未記入 墨染や金継ぎなど珍しい革、技術力
のいる付加価値の高い商品が好評
頂きました。

株式会社ヴァーブクリエー
ション

来年3月頃に2社のポップアップ予
定です。現在内容を固めている最
中なので実際の数字などはまだあ
りません。

イッセイミヤケさんがOEMで相談
に来られました。その後弊社に来
られ、お話をお聞きしました。これ
からの取り組みになるので、どの
ようになるかまだわかりません。

新色のケールグリーンと新しい素材
のホワイトはみなさんに興味を持っ
て触っていただきました。また在庫を
作らないことが究極のサスティナブ
ルだということをアピールし、弊社で
はオーダーから4週間で納品できる
システムはみなさんに高く評価をし
ていただきました。

moja kawa

1.株式会社コマースブースト/ECサ
イト運営/ライブコマース等による受
注生産・発送のため金額等不明
2.ONE PLANNING/百貨店などでの
POP UP等イベントの仲介/2025年4
月に福岡岩田屋百貨店でのPOP 
UP（未定）
3.株式会社Rienge/映像・GR広告、
MV企画・製作、ジュエリーブランド
企画運営/サンプル製作段階→受
注生産予定
4.Yuku Deer Leather Wears/エゾシ
カ革を使用したレザージャケットブ
ランド企画運営/一点物作業用バッ
グのオーダー製作（￥17,000）

見込み企業数3社
アンドデザイン株式会社（プロダ
クトデザインの企画協業？）株式
会社マルゴ（卸し）株式会社そご
う西武（POP UP)

財布、鞄、封筒やポチ袋などコンセ
プトのわかりやすい小物等財布はミ
ニマルなデザインが好評でした。鞄
や小物は、サイズ感やカラーバリ
エーションを含めた全体的なコンセ
プトに関心を持っていただけました。

KeepAlive株式会社

特にございません。 現在のところございません。 NFCチップの件や商品全般に興味
は持たれましたが、競合他社やサプ
ライヤーなど、製品をそのまま買お
うという客層には辿り着きませんでし
た。

(1)-Ⅰ-11 出展事業社からのフィードバック(2回目)
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名刺回収枚数（回収枚数合計：426）

 
 

国別内訳

日本 377

中国 9

台湾 6

韓国 8

バングラデシュ 3

ドイツ 1

イギリス 1

インド 2

フランス 1

UAE 1

カナダ 1

不明 16

合計 426

(1)-Ⅰ-12 出展事業社の名刺交換
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II 国外
「PITTI IMMAGINE UOMO」
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展示会概要

(1)-Ⅱ-1 国外展示会概要

PITTI IMMAGINE UOMOイタリア・フィレンツェ

【開催概要】

■開催名称: PITTI IMMAGINE UOMO

■開催日時: 2025年1月14日(火)-17日(金) 4日間

■開場時間:

1月14日(火)9:00-18:00

1月15日(水)9:00-18:00

1月16日(木)9:00-18:00

1月17日(金)9:00-16:00

(出展社搬入日:1月13日(月) 14:00-16:00)

■開催会場:Firenze, Fortezza da Basso(バッソ要塞)

住所: Viale Filippo Strozzi 1, 50129 Firenze, Italy

URL: https://www.firenzefiera.it/en

■主 催: PITTI IMMAGIENE Srl

■ブース名称 : Japan Leather Showroom
■ブースの位置：B-27 /B-29 /B-31 /B-36 /B-38 /B-40

昨今、ファッション系の大型合同展示会は世界的に過渡期にあり、これまで各国で隆盛を誇っていた
大型の合同展示会も休止や消滅が相次いでおり、訴求力の低下は甚だしい状況となっています。そ
のような状況の中で、これほど優れたメーカー・ブランドが数多く出展し、来場者の質も量も圧倒的な
展示会は「PITTI IMMAGINE UOMO」の他になく、メンズコレクションを発表する場としては最高峰な展
示会です。

https://www.firenzefiera.it/en
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(1)- II -1. 国外展示会概要  

全体スケジュール
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(1)-II -2.出展事業社情報

出展事業社 ※順不同 

企業名 ブランド名

1 BOND&Co.ltd A LEATHER

2 H.KATSUKAWA Co.ltd H.KATSUKAWA Co.ltd

3 REGAL CORPORATION REGAL Shoe&Co.

4 Six-clothing Six coup de foudre

5 Yuhaku Inc. yuhaku

6 Verb Creation Co. Ltd. U-DOT
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出展事業社個別面談の実施【PITTI、MAN/WOMAN】 

個別面談時に使用した資料の抜粋

(1)-Ⅱ-3 出展事業社個別面談

■日時
2024年10月4日(金)・8日(火)
対面またはオンラインにて実施。

■内容
展示会概要と海外取引などについての説明
・2024METI_PITTI UOMO出展要綱
・資料1-0_オーダーシートと条件表について
・資料1-1_オーダーシート見本
・資料2-1_条件表見本ddpeu
・資料2-2_条件表見本fobjpn
・資料2-3_条件表見ddpasia

■面談日程
株式会社リーガルコーポレーション 10月4日(金) 17:00-18:00

Six-clothing 10月4日（金）16:00-17:00
株式会社BOND&Co. 10月7日（月）16：00-17:00
株式会社エイチ・カツカワ 10月4日（金）18:00-19:０0
株式会社ヴァーブクリエーション 10月8日(火) 17:00-18:00
株式会社ユハク 10月10日(木) 10:00-11:00
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各出展事業社のブース位置 

各社のブース位置は以下の通り。

❶ Yuhaku Inc. / yuhaku （ブース番号 B-31）

❷ Six-clothing / Six coup de foudre （ブース番号 B-29）

❸ BOND&Co.ltd / A LEATHER （ブース番号 B-27）

❹ REGAL CORPORATION / REGAL Shoe&Co. （ブース番号 B-36）

❺ H.KATSUKAWA Co.ltd / H.KATSUKAWA Co.ltd. （ブース番号 B-38）

❻ Verb Creation Co. Ltd. / U-DOT （ブース番号 B-40）

(1)-Ⅱ-4 ブースレイアウトとブースデザイン
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ブースデザイン

各社様との面談を受け、各社間の往来ができるようにしつつ、パーソナルスペースを設け
た仕様に仕上げました。

(1)-Ⅱ-4 ブースレイアウトとブースデザイン
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展示什器詳細(靴・バッグ・革小物)

ブースサイズ 約300cm W x 約300cm D 
：付属：
①展示什器(棚4段タイプ) 
(天板サイズ100cmx40cm /ラック幅100cm、高さ145cm(床から180cm))
②テーブル1台 （ブースにより仕様が異なります）
③椅子2脚
④マルチボックス 1台
⑤鏡1台
⑥電源プラグ1つ
＊照明はJAPAN LEATHER SHOWROOM全体を照射しました。

   社名は、電子掲示板に掲出しました。
  ジャパンブースのビジュアルパネルを各ブース内に掲出しました。

(1)-Ⅱ-5 展示什器
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展示什器詳細(衣類)

ブースサイズ 約300cm W x 約300cm D 
：付属：
①展示什器(ラックタイプ) 
(ラック幅100cm、高さ145cm(床から180cm)
②テーブル1台 （ブースにより仕様が異なります）
③椅子2脚
④マルチボックス 1台
⑤鏡1台
⑥電源プラグ1つ
＊照明はJAPAN LEATHER SHOWROOM全体を照射しました。
   社名は、電子掲示板に掲出しました。
  ジャパンブースのビジュアルパネルを各ブース内に掲出しました。

(1)-Ⅱ-5 展示什器
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(1)-Ⅱ-6 記録写真

PITTI IMMAGINE UOMO 【全体】
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PITTI IMMAGINE UOMO 【各社ブース】

(1)-Ⅱ-6 記録写真
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PITTI IMMAGINE UOMO 【商談】

(1)-Ⅱ-6 記録写真
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イタリア: Class TV Moda日本: WWD JAPAN / FASHIONSNAP

(1)-Ⅱ-6 記録写真

PITTI IMMAGINE UOMO 【取材】

PITTI IMMAGINE UOMO 【カクテルパーティー】

展示会会期中にイタリアや日本のメディアからの取材を受けました。

メディアやバイヤーなど多くの来場者が参加し、出展者との懇談を行いました。
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PITTI IMMAGINE UOMO 【サステナブルパネルとキービジュアルの設置】

JAPAN LEATHER SHOWROOMのキービジュアルと出展各社のサステナブルな
商品を紹介するパネルを設置しました。

(1)-Ⅱ-6 記録写真



78

PITTI IMMAGINE UOMO 
来場者数：20,000名

※前年2024年1月：20,000名

最終的な来場者数は約 20,000 人。内バイヤーの数
が13,300 人。イタリアからのバイヤー数は約 8,300 
人と例年と同水準を維持し、海外からのバイヤー数
は 5,000 人となり+6.5％の増加を記録しました。特に

スペイン、日本、ベルギー、アメリカ合衆国からの来
場が大きく増加。北欧および東欧からのバイヤーも
非常に好調な結果を示しています。
※主催者発表のリリースより抜粋

(1)-Ⅱ-7 来場者数

PITTI IMMAGINE UOMO 公式来場者数

JAPAN LEATHER SHOWROOM来場者数、商談数

JAPAN LEATHER SHOWROOM 来場者数：目標1,100名に対して1,300名が来場。
※令和5年度実績では830名が来場。

商談数:1出展事業社平均12件(目標:12件) 
※令和5年度実績:1出展事業社平均10件

▲公式リリースより
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来場者アンケート

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート
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質問1 あなたの会社の所在地（国名）をご記入ください。

イタリア 37

イギリス 6

フランス 4

スペイン 3

アメリカ 2

ウクライナ 1

リトアニア 1

オーストリア 1

スイス 1

ベルギー 1

デンマーク 1

ドイツ 1

未記入 1

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート
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質問2 あなたの業種は？

百貨店 1

セレクトショップ 25

専門店 5

量販店 1

通信・ネット販売 0

商社 0

卸売 3

メーカー 4

デザイナー 4

プレス 5

その他 12

未記入 3

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

※複数回答可

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート

【その他内訳】
・インフルエンサー 2
・エージェント 2
・バイヤー 2
・ディストリビューター 1
・バック製造 1
・紙でバックやグッズを作るアーティスト 1
・写真家 1
・コンサルタント 1
・不明 1
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質問3 あなたのお取扱い製品とその平均小売価格(€ / EUR)を教えてください。

洋服 30

靴 34

鞄 28

小物 20

服飾雑貨 12

その他 1

未記入 14
※複数回答可

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

【その他内訳】
・バックル 1

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート

質問3 平均小売価格、小売価格帯 内訳

€49- €50- €100- €200- €300- €400-

洋服 0 2 9 12 10 10

靴 0 3 10 12 10 10

鞄 0 2 6 12 7 9

小物 2 4 5 5 1 8

服飾雑貨 2 0 3 2 0 7

その他 0 0 1 0 0 0
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質問4 日本ブランドについて、次のどれに当てはまりますか？

現在取り扱っている 13

過去に取り扱ったことがある 4

興味のあるブランドがある 8

特に知らない 20

未記入 15

【内訳】

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

【その他内訳】
・ジーンズ 1
・YojiYamamoto 1
・YojiYamamoto agentを通じて 1

【その他内訳】
・ディストリビューター 1
・NANAMICA/ダントン 1

※「現在取り扱っている」と「過去に取り扱ったことがある」を重複回答している場合は、
「現在取り扱っている」を優先して集計

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート

過去に取り扱っ
たことがある

品目

洋服 2
靴 1
バッグ 1
小物 0
服飾雑貨 0
その他 2

現在取り扱って
いる

品目

洋服 9
靴 7
鞄 4
小物 4
服飾雑貨 1
その他 3

仕入先

展示会 0
ショールーム 0
既存仕入先 0
日本で購入 0
その他 0
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質問5 日本ブースの商品に興味を持った理由は何ですか？

技術力 23

機能性 14

デザイン力 28

ファッション性 9

色使い 10

素材 22

価格競争力 0

品質の良さ 29

その他 3

未記入 7

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート

【その他内訳】
・軽さ、文化 1
・イメージ 1
・コンセプト 1

※複数回答可
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質問6 日本ブランドを取り扱いたいですか？はいの場合、どの商品ですか？

はい 30
いいえ 6
未記入 24

【内訳】

靴 14

バッグ・鞄 9

財布 2

財布以外の小物 4

ベルト 0

手袋 0

その他 15

来場者アンケート結果 (回答者数：60名)

【その他内訳】
・洋服 11
・生地 1
・レザー 1
・不明 2

(1)-Ⅱ-8 来場者アンケート

※複数回答可
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イベント終了後のヒアリングシート(第1回)

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック
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報告項目一覧 

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック

株式会社リーガルコーポレーション

1. 40名
2. 30枚
3. イタリア・フランス・スイス・オーストラリア・トルコ
4. 展示会場での受注は受けておりません。
5. イタリア・スイス
6. 展開している製品のすべて

既存の革靴ブランドには無いオリジナルな製品を評価(クラシックなレザーシューズに最新のテク
ノロジーを搭載し、ファッション性で提案している点)

7. 配送コストを心配する声がありましたが、その他は特段ありませんでした。
8. 既存の革靴ブランドには無いないオリジナルな製品を評価（クラシックなレザーシューズに最新の

テクノロジーを搭載しファッション性で提案してる点）
9. 良かった点はブランド認知を多方面に発信するこができた点。悪かった点は特段思いつきません。
10. 特段ありません。引き続きサポートをよろしくお願いいたします。
11. はい

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック

等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、

百貨店、ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回
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報告項目一覧 

第1回

第1回

株式会社ユハク

1. 120名
2. 441枚
3. 商談数 20社(日本 1社・フランス 2社・イタリア 10社・スイス 2社・スペイン 1社・アメリカ 2社・ワシントン 1社)
4. 成約までは現在無し。
5. 帰国後16社に連絡をし、現在6社とやり取り中。
6. 弊社の卓越した染色技術と、1点ごとに異なるペイントを施した製品が、単なる商品としてではなく、唯一無二の作品とし

て、独自の表現力と職人技の融合が生み出す芸術的な魅力の価値として評価いただいた。
7. ・ひとつは、富裕層をターゲットにした価格帯をもっと上げたラインが欲しいという声をいただきました。

→別注という形で実現させていきたいと考えています。
・バックパックに関する要望が高かったです。

8. ③色・カラーバリエーション/⑤品質・素材・技術

何度も重複しますが、弊社の生み出す色彩と技術力に評価が集中しました。
9. 過去に出店したMICAMやMIPELと比較すると、PITTIではアパレルセレクトショップのバイヤーが多く見られた。これは弊

社が狙っていたバイヤー層とも一致しており、非常に良い感触を得ることができた。（鞄や靴の専門店のバイヤーは感
度が低い傾向があるため、アパレルのバイヤーが集まるPITTIへの参加を決めた。）今回、展示会前の事前アプローチ
が十分にできていなかったため、次回以降は事前のリサーチを徹底し、ターゲットとなるバイヤーに対して先にファース
トコンタクトを取ることが重要だと考えている。また、バイヤーの仕入れタイミングを見極めた上でアプローチを行うべき
であり、フォローメールも1回だけでなく、定期的に送ることで関係性を深める必要がある。さらに、より関心を引きつける
ための「＝JAPAN」という打ち出し方が不足していた点も課題として挙げられる。（※Aレザーさんの着物が良い例）また、
展示会において「1000万円の受注を獲得する」という明確な目標意識が欠けていた。これは、直前のミーティングで伝え
るのではなく、事前に共有し、運営側全体の士気を高める取り組みが必要だったと感じる。

10. 出展にあたっては、各社が当然のごとく高い意識を持って臨むべきであるが、「チームJAPAN」としての連携や、ライバ
ル関係としての刺激を活かすためにも、事前に全体で集まり、お互いのブランドの特徴や戦略について情報交換を行う
場があれば、より一体感を持って挑むことができたのではないかと考える。その結果、相乗効果を生み出し、より強い
発信力を持つことができたかもしれない。また、日本酒の提供に関しても、せっかくの予算と機会を十分に活かしきれな
かったと感じる。このような施策についても、事前に全体ミーティングでディスカッションする機会があれば、より大きな効
果を発揮できたのではないかと考える。さらに、6社に対して4名の通訳を手配していただいたことは非常にありがたく、
この取り組み自体が革産業にとっても非常に良い支援策となっている。今後もぜひ継続していただけると大変ありがた
いです。また、今更ながらではありますが、SNSでの発信はどのように行われていたのでしょうか。事前・会期中・事後
の各タイミングでの発信が十分であったかを振り返る必要があり、この点も課題の一つではないかと感じます。

11. はい

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、受注

品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態 (セレクトショップ、百貨店、ブ

ティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありました

ら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック
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報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック

等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、

百貨店、ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

株式会社Six-clothing

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック

第1回

第1回

1. 200名
2. 29枚
3. 日本(4)、イタリア(4)、オーストリア(1)、フランス(1)
4. 未記入
5. 日本、レスター、セレクトショップ、未定。日本、プリンシプル、専門店、未定。
6. がま口ポーチ、ビッグトートバッグ、品質、野生動物の革製品。
7. 他の商品も見たい。パリでも展示会をするのか？続けて出展してほしい。この場で買って帰りたい。
8. ⑤品質・素材・技術
9. €、＄でのFOBプライスの提示。名刺にデザインの画像と共にラインシートのリンク先を入れた点

が良かった。もっとインパクトのあるディスプレイや展示方法があったのではないか。事前のリ
サーチが弱かった。

10. 懇親会にていろいろ意見交換ができて良かった。営業商談サポートの方は具体的にどんな動き
をされているのかわからず、質問してもきちんとした回答が得られなかったのが残念でした。

11. はい
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報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック

等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、

百貨店、ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

株式会社エイチ・カツカワ

1. 約40名
2. 20枚
3. 商談数 1社(フランス)
4. なし
5. なし
6. 日本エコレザー、LWG品質のレザー使用ローファーへの興味を多くいただきました。
7. サイズ展開の増大、カラーバリエーションの増大、価格の調整
8. ①②デザイン ⑤品質・素材・技術 ⑬国際認証B Corp取得企業であること
9. 良かった点：海外企業の取り組みからレザーを取り巻くサスティナビリティーへの価値基準が明確

になった。今後につながる国内外を通じ多くのコミニュケーションが取れた。
悪かった点：特になし

10. 弊社はサスティナビリティ関連の国際認証B Corp取得企業です。取得プロセスでも皮革に関する
サスティナビリティーに向き合いました（向き合いざる負えない）。そこで理解した、皮革に対するサ
スティナビリティーの国際基準が、副産物であることは前提に、LWGの指針にある自然環境負荷
低減と、アニマルフェルフェアの担保されたサプライチェーンであることだと認識しています。弊社
は、北海道のアニマルフェルフェア協会とのコミニュケーションを通じ、その実現に向けて活動して
います。今回、出展した展示会で、海外のB Corp認証企業が原皮を使わず合成皮革、再生皮革
などをメインに使っていることも確認できました。そのような背景の中、こちらの事業をどのような
内容で日本の皮革に関するサスティナビリティを国際的に提示していくご意向があるかを知りたく
存じます。

11. 未定

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック



91

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、受注

品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブ

ティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありました

ら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

株式会社VERB CREATION

1. 70名
2. 35枚
3. 商談数 16件

国名 イタリア、イギリス、オーストリア、ウクライナ、ロシア、フランス、スペイン、韓国
4. 成約なし。
5. ①Cool De Sac.(イタリア）：セレクトショップ、スリッポン＆レースアップシューズ、30-40足程度、€4,920

②Altamode(韓国）：Eコマース（ライブストリーミング）、デザイン未定、足数未定、金額未定
6. 受注には至らなかったが、デザインとしては、ポインテッドのスリッポン、モカシンの2タイプによく興味を持た

れた。
評価されたポイントとしては、白による洗練されたイメージのデザインのライン、軽量であることとフィッティン
グの良さです。

7. 新しく斬新な靴作りのアプローチに対する良い評価。白に統一されたディスプレイに対する洗練された美し
さとバカンス用で着用するイメージが強く想像できたという評価と、そもそもなぜ白のディスプレイに統一した
のかの理由について聞かれることが多かった。

8. ②デザイン
カスタマイズにより、オリジナリティという売り出し方よりも、そもそものベースデザインのラインに対する良い
評価が非常に多かった。あとは白統一のディスプレイについての良い評価が次いであった。

9. 良かった点: 制約にはならなかった、それなりに多くのバイヤーやディストリビューターの方々にリーチでき
た。会話する中で、ヨーロッパにおける自社製品の客観的な評価と具体的なターゲット、ブランディングとし
てのワード、エリア等の感覚を掴むことができた。
悪かった点: PITTIからMANに誘致できるようなアプローチが不十分であったため、認知という意味では意味
があったが、その次のアポ等へと進める動きが効果的に行えなかった。

10. 沢山サポートしていただき大変感謝しております。ご手配して頂いた通訳の方々との相性も非常に良く、個
人では理解できなかった文化的な側面から見たビジネスの繋げ方等、よりその土地土地に根付いた営業
や会話へと進展できたきっかけとなりました。

11. はい

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック
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報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、受注

品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態 (セレクトショップ、百貨店、ブ

ティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありました

ら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

株式会社BOND＆Co.

1. 350名
2. 100枚
3. アメリカ 2件、イタリア 10件、スペイン 1件、香港 1件、韓国 1件、中国 2件
4. アメリカ／H.LORENZO／セレクトショップ／20品番／30点／400万
5. 韓国／KOLON／オンラインストア・セレクトショップ／未定／未定／未定

SPAIN ／DELITO E CASTIGO／オンラインストア・セレクトショップ／未定／未定／未定

FRANCE／SAMARITANE／百貨店／未定／未定／未定
ITALY／DAAD dantone／セレクトショップ／未定／未定／未定

6. まず興味を持たれるきっかけになったのは打ち出しをしていたパープルというカラー。カラーがアイキャッチとなり、商
品に触れられるきっかけとなり、またその商品が全てレザーという点で驚きを与えることができた。ダウンジャケット
や、トラックジャケット、アワードジャケット、ジップフーディなど、あまりレザーでは見たことがないスポーティなデザイ
ンやダイナミックなサイズ感に関心を持たれることが多かった。KIMONOはアート作品のように写真を撮られることが
多かった。初見ではカラーに反応され、材料や生産工程の全てが日本製であることを説明すると、そのこだわりを評
価してくれる人は多かった。レザーリブやレザーコードを使用してとことんレザーにこだわっている点も響いたと感じる。

7. もう少し広いほうが見やすいという意見があった。人が混み合ったときにゆっくりと商品を手にとって見られないので
次回以降もっとスペースを取って欲しいという要望もあった。

8. カラーバリエーション／デザイン を評価された上で口頭で説明したところ 機能／品質を評価された。
9. これまでパリだけで出展していると、パリは街中にショールームがあり、個展もある中で、一つのトレードショーのブー

スへどれだけ人を呼べるか、どれだけ貴重なバイヤーをその会場で捕まえられるかが勝負だったが、フィレンツェは
その期間フィレンツェにバイヤーが集まり、いく場所はただ一つPITTIのみ。という特別な状況があり、パリよりも一箇
所に集中して良いバイヤーが集まっていたため、今まで捕まえられなかったバイヤーに会うことができた。イタリアの
バイヤーが最も多かったが、パリ、アメリカ、アジアからもたくさんバイヤーが来ており、顔を合わせて商品を見てもら
うことができ、メールアドレスをもらうこともできた。自分たち自身の反省点は毎回海外展示会をやるたびにあるので
すが、BLACKのサンプル展開があればより良かったと思うのと、PITTI→PARISを意識していたが、PITTIで詰めれる
だけ詰め切ればよかったと思う相手もいた。自分たち自身の反省点は多かったですが、出展させてもらえたことはプ
ラスしかなかったです。

10. PITTIへの出展は初めてだったので、準備段階から丁寧に説明や面談を繰り返していただき不明点なく進めることが
できました。私たちに興味を持っている企業や組織も教えていただき、事前にそういった情報を確認できることでより
準備して挑むことができた。今回確保していただいた場所についてもとてもよく、PITTI自体の出入り口からは遠かっ
たものの、ブースの作り込み勝負の他のセクションとは異なり、シンプルに物を見てもらえるセクションだったことから
バイヤーの集客も多く、とてもよく感じました。通訳の方はただの通訳ではなく、普段から他のブランドの営業をサ
ポートしている方もおり、言葉を訳すだけでなく、バイヤーの顔を知っていて、こちらへ教えてくれたり、ブースへ有力
なバイヤーを引き込んでくれたりととても助かった。

11. はい

(1)-Ⅱ-9 出展事業社からのフィードバック

第1回

第1回
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イベント終了後のヒアリングシート(第2回)

(1)-Ⅱ-10 出展事業社からのフィードバック(2回目)

1

2

3 どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？

提出期限：2025年2月21日

JAPAN LEATHER SHOWROOM@PITTI IMMAGINE UOMO
2025年1月 出展事業者アンケート 第2回

社名： 記入者名：
1月の展示会後の営業成果のご報告をお願い致します。（※2025年2月中旬時点）

成約の内容及び、成約があった店舗（企業）名、業態、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下

さい。

成約には至らなかったが、今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さ

い。）
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社名
展示会後の営業成果

（※2024年2月9日時点）
成約には至らなかったが、今後
の取引につながりそうですか？

どの製品に受注、もしくは興味を
持たれましたか？また、その製
品のどこを評価されましたか？

株式会社リーガルコーポレー
ション

France
Royal Cheese €9,600

繋がる可能性あり。 オリジナルな製品を評価。（クラ
シックなレザーシューズに最新
のテクノロジーを搭載しファッショ
ン性で提案してる点）

株式会社ユハク

2月末時点では制約等はありませ
ん。

帰国後16社に連絡をし、現在引
き続き3社とやり取り中。
1社は現在ショップ開設に向け
て進めており、出来上がり次第
取り扱いをしたいとのこと。

商品単体というより、弊社の卓
越した染色技術と、1点ごとに異
なるペイントを施した製品が、単
なる商品としてではなく、唯一無
二の作品として、独自の表現力
と職人技の融合が生み出す芸
術的な魅力の価値として評価い
ただいた。

株式会社Six-clothing

・matsu セレクトショップ ポシェット
20点 約25万円
・project_byH セレクトショップ ミニ
ポーチ 18点 約17万円
・boutique generale セレクトショッ
プ ポーチ 12点 約16万円
・鈴木商店 セレクトショップ 18点
約22万円

レスター、プリンシプル 2社 ポーチやミニポシェット。コーディ
ネートしやすい。オリジナルな点。

株式会社エイチ・カツカワ

2月末時点では制約等はありませ
ん。

今回は可能性低いと思われま
す。

デザインと皮革の品質

株式会VERB CREATION

2月末時点では制約等はありませ
ん。

繋がる可能性あり。
見込み企業数は2社。

ローファーとスリッポンタイプの
デザインに興味を持っていただく
ことが多く、評価内容としては全
体のシルエットが美しいと言って
もらえる点が多くあった。

株式会社BOND＆Co.

アメリカ／H.LORENZO／セレクト
ショップ／20品番／40点／550万
→NYでのPOPUPを計画している
らしく帰国後に追加オーダーがあ
りました。
韓国／KOLON／セレクトショップ・

オンラインストア／5品番／100点
／1200万
→先日オーダーが来ました。品番
は少なめで一部BLACKとそのほ
かはCAMELに決め込んだオー
ダー。それぞれの品番は各20〜
30点の発注をもらった。帰国後に
Doubletのコラボなどアピールポイ
ントも追加で送ったことでより一層
関心が高まってくれたと思います。

SPAIN ／DELITO E CASTIGO
／オンラインストア・セレクト
ショップ／未定／未定／未定
FRANCE／SAMARITANE／百
貨店／未定／未定／未定
ITALY／DAAD dantone／セレ

クトショップ／未定／未定／未
定
USA／THE WEBSTER／セレク
トショップ／未定／未定／未定

AWARD JACKET→断トツで人気。
LORENZOは２色展開、KOLON
はCAMELのみの展開。それぞ
れ客層にも合うのが見えたのか
即決もしくは多量発注だった。
TRUCKER JACKET→もともと興

味を持っていたが、日本で爆発
的に売れたことを伝えたことでさ
らに信頼感が増した。アメカジ好
きな人やモードが好きな人どちら
にもハマる点も評価の対象だっ
た。CARPENTER PANTS→今
シーズンからの新作。絶妙な丈
感が◎。柔らかい革質でレザー
パンツの概念を変えた。

(1)-Ⅱ-10 出展事業社からのフィードバック(2回目)
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出展事業社の名刺交換枚数 (枚数合計:177枚)

(1)-Ⅱ-11 出展事業社の名刺交換

国別内訳

イタリア 42

日本 32

フランス 7

アメリカ 5

ドイツ 4

イギリス 3

スイス 3

韓国 3

中国 2

ウクライナ 1

スペイン 1

サンマリノ 1

スウェーデン 1

トルコ 1

不明 71

合計 177
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Ⅲ 国外
「MAN/WOMAN」 
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展示会概要

MAN/WOMAN

【開催概要】

■開催名称: MAN/WOMAN AW25 Paris show

■開催日時: 2025年1月24日(金) - 26日(日) 3日間

■開場時間: (来場者) 1月24日(金) 10:00 - 19:00

1月25日(土) 10:00 - 19:00

1月26日(日) 10:00 - 18:00

(出展社搬入日: 1月23日(木) 15:00-19:00)

■開催会場: Pavillon Vendôme

住所: 7, Place Vendôme 75001 Paris

■展示対象: 主に紳士/婦人向け皮革製品全般

(靴、バッグ、鞄、小物、ベルト、手袋、衣料等)

■ホームページ: https://manwomanshows.com/

■公式SNS: INSTAGRAM 

https://www.instagram.com/manwomanshows/

(1)-Ⅲ-1 国外展示会概要

世界中の厳選されたファッションブランドが出展する合同展示会「MAN（マン）」。2012年に
パリでスタートし、様々なトレンドが生まれる機会としてファッション関係者のみならず多方
面から注目されている展示会で、日本からは「ジャンブル・パリ（JUMBLE PARIS）」による
合同出展も含め多数のブランドが参加していました。
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(1)-Ⅲ-1 国外展示会概要  

全体スケジュール
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(1)-Ⅲ-2 出展事業社情報

出展事業社

主催者により厳正な選定の結果、4社の出展となりました。

企業名 ブランド名

1 BOND&Co.ltd A LEATHER

2 H.KATSUKAWA Co.ltd H.KATSUKAWA Co.ltd

3 REGAL CORPORATION REGAL Shoe&Co.

4 Verb Creation Co.Ltd. U-DOT

※順不同
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(1)-Ⅲ-3 ブースレイアウトとブースデザイン

各出展事業のブース位置

搬入日当日に会場にて出展するブース位置が決定しました。

ブースデザイン

全出展社がパッケージブースとなるため、主催者主導によるブース仕様となり
ます。

各社のブース位置は以下の通り。

❶ BOND&Co.ltd / A LEATHER （ブース番号 01）

❷ H.KATSUKAWA Co.ltd / H.KATSUKAWA Co.ltd. （ブース番号 15）

❸ REGAL CORPORATION / REGAL Shoe&Co. （ブース番号 40）

❹ Verb Creation Co. Ltd. / U-DOT （ブース番号 48）
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展示什器について

(1)-Ⅲ-4 展示什器

展示会スペースに限りがあるため、パッケージプランを採用し、予め準備された
什器より各社が選択しました。
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(1)-Ⅲ-5 記録写真  

MAN/WOMAN【全体】
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MAN/WOMAN【各社ブース】

(1)-Ⅲ-5 記録写真  
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MAN/WOMAN【商談】

MAN/WOMAN【レセプションパーティー】

展示会初日のレセプションパーティーの際に、JAPAN LEATHER SHOWROOMのリリースを掲
出し、多くの来場者の目に触れました。

(1)-Ⅲ-5 記録写真  
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MAN/WOMAN 【サステナブルパネルとキービジュアルの設置】

JAPAN LEATHER SHOWROOMのキービジュアルと出展各社のサステナブルな商品を紹介す
るパネルを設置しました。

(1)-Ⅲ-5 記録写真  
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来場者数：850名
(バイヤー、ジャーナリスト、エージェンシーのみ)

※ブランド関係者、インフルエンサー、学生などを排除した数値となります。
※JAPAN LEATHER SHOWROOMの来場者数は、合同ブースではなく単独ブースでの出展のため、
計測不可。

(1)-Ⅲ-6 来場者数

MAN/WOMAN 公式来場者数
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(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  

来場者アンケート
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来場者アンケート結果（回答者数：50名）

質問1 あなたの会社の所在地（国名）をご記入ください。

フランス 13

イギリス 7

台湾 5

イタリア 5

アメリカ 4

スイス 2

スペイン 2

中国 2

韓国 2

デンマーク 1

デンマーク 1

マカオ 1

日本 1

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  
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来場者アンケート結果（回答者数：50名）

質問2 あなたの業種は？

百貨店 4

セレクトショップ 23

専門店 10

量販店 0

通信・ネット販売 4

商社 0

卸売 2

メーカー 1

デザイナー 4

プレス 5

その他 7

未記入 1

【その他内訳】
・雑誌 1
・刺子カンパニー 1
・スタイリスト兼写真家 1
・手袋の製造 1
・エージェント 1
・不明 2

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  



110

来場者アンケート結果（回答者数：50名）

質問3 あなたのお取扱い製品とその平均小売価格(€ / EUR)を教えてください。

洋服 33

靴 32

鞄 26

小物 23

服飾雑貨 18

その他 3

質問3 平均小売価格、小売価格帯 内訳

-€49 €50- €100- €200- €300- €400-
洋服 2 0 10 23 23 10
靴 2 0 10 17 20 10
鞄 0 0 10 19 13 9
小物 1 2 15 17 9 4
服飾雑貨 1 1 9 15 9 4
その他 0 0 2 3 2 0

※金額が複数選択されている場合は全てを集計 【その他内訳】
・未記入 3

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  



111

質問4 日本ブランドについて、次のどれに当てはまりますか？

現在取り扱っている 36

過去に取り扱ったことがある 0

興味のあるブランドがある 4

特に知らない 0

未記入 10

過去に取り扱っ
たことがある

品目

洋服 30
靴 18
鞄 15
小物 15
服飾雑貨 8
その他 5

【内訳】

来場者アンケート結果(回答者数：50名)

【その他内訳】
・日本の本の服飾・音楽に関する
カルチャー雑誌 1
・ジーンズ 1
・不明 1
・未記入 2

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  

現在取り扱って
いる

品目

洋服 30
靴 18
鞄 15
小物 15
服飾雑貨 8
その他 5

仕入先

展示会 3
ショールーム 1
既存仕入先 0
日本で購入 0
その他 0
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質問5 日本ブースの商品に興味を持った理由は何ですか？

技術力 23

機能性 14

デザイン力 28

ファッション性 9

色使い 10

素材 22

価格競争力 0

品質の良さ 29

その他 3

未記入 7

来場者アンケート結果 (回答者数：50名)

【その他内訳】 ・耐久性 1

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  
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質問6 日本ブランドを取り扱いたいですか？はいの場合、どの商品ですか？

はい 26

いいえ 0

未記入 24

【内訳】

靴 14

バッグ・鞄 13

財布 8

財布以外の小物 8

ベルト 0

手袋 0

その他 12

来場者アンケート結果 (回答者数：50名)

(1)-Ⅲ-7 来場者アンケート  
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イベント終了後のヒアリングシート

(1)-Ⅲ-8 出展事業社からのフィードバック
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(1)-Ⅲ-8 出展事業社からのフィードバック

報告項目一覧 

株式会社リーガルコーポレーション

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、

ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクト

ショップ、百貨店、ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されました

か？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体について

ご意見がありましたら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

1. フランス、イギリス、スウェーデン、ドイツ、ノルウェー、デンマークなどのセレクトショップ
2. 展開している製品のすべて。既存の革靴ブランドには無いないオリジナルな製品を評価

（クラシックなレザーシューズに最新のテクノロジーを搭載しファッション性で提案してる
点）

3. サイズの要望が多かった。
4. PITTIと同じようにブランドの知名度やデザイン性、機能性に加えて、日本製のモノづくり。
5. パリファッションウィーク期間中の展示会に出展することはブランドを展開する上で大きな

意味があると感じました。期間中ともあり世界中から多くのバイヤーにご来場をいただき
ブランドのご紹介をすることができたことはとても収穫につながりました。

6. 未記入
7. はい
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(1)-Ⅲ-8 出展事業社からのフィードバック

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック

等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、

百貨店、ブティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見が

ありましたら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

株式会社エイチ・カツカワ

1. 約30名
2. 15枚
3. 商談数2社 （アメリカ、フランス）
4. なし
5. なし
6. 日本エコレザー、LWG品質のレザー使用ローファーへの興味を多くいただきました。
7. サイズ展開の増大、カラーバリエーションの増大、価格の調整
8. ①②デザイン ⑤品質・素材・技術 ⑬国際認証B Corp取得企業であること
9. 良かった点：海外企業の取り組みからレザーを取り巻くサスティナビリティーへの価値基準が明確

になった。今後につながる国内外を通じ多くのコミニュケーションが取れた。
悪かった点：特になし

10. 弊社はサスティナビリティ関連の国際認証B Corp取得企業です。取得プロセスでも皮革に関する
サスティナビリティーに向き合いました（向き合いざる負えない）。そこで理解した、皮革に対する
サスティナビリティーの国際基準が、副産物であることは前提に、LWGの指針にある自然環境負
荷低減と、アニマルフェルフェアの担保されたサプライチェーンであることだと認識しています。弊
社は、北海道のアニマルフェルフェア協会とのコミニュケーションを通じ、その実現に向けて活動し
ています。今回、出展した展示会で、海外のB Corp認証企業が原皮を使わず合成皮革、再生皮
革などをメインに使っていることも確認できました。そのような背景の中、こちらの事業をどのよう
な内容で日本の皮革に関するサスティナビリティを国際的に提示していくご意向があるかを知りた
く存じます。

11. 未定
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(1)-Ⅲ-8 出展事業社からのフィードバック

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、受注品目、受注

数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、

受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？

10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありましたら、ご記入く
ださい。

11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

株式会社VERB CREATION

1. 45名
2. 24枚
3. 商談数: 7件

国名: イタリア、フランス、台湾、日本
4. 成約なし
5. ①PRINTEMPS(フランス): 百貨店、モカシン&ミュール、数量未定、金額未定

②erEVAN(フランス): ブランド、ローファー&スリッポン、64足、€8,094
6. 受注はなかったが、デザインとしては、ポインテッドのスリッポンが全体的に手に取られることが多かった。

評価されたポイントとしては、デザインラインとバランス、そして軽量であることとフィッティングの良さを評価
してもらった。

7. 靴作りの新しいアプローチとして面白いという意見をよく頂いた。サイズ感に対してハーフサイズがないこと
に対しては問題なかったが、展開している最大サイズではヨーロッパ圏では小さいという意見を頂いた。価
格、デリバリーについても意外と安くて、早いという印象があった。

8. ②デザイン
カスタマイズによりオリジナリティという売り出し方よりも、そもそもベースデザインのラインに対する良い評
価が非常に多かった。

9. 良かった点:PITTIにて感じたヨーロッパ圏における自社製品のポジションの感覚が別の展示会でも同じだと
確認できた。またその感覚をベースに営業かける中でも、相手に対して着用イメージが想像しやすい印象
が多くあった。ヨーロッパ圏でのブランド展開の枠組みのイメージが少しずつできてきた感覚ができた。
悪かった点: アポ一件取れたが、結局来ないという結果になった。その場で確定しにくいサービスを含んだ
製品であるので難しい点はあるが、こちらから提案する形でより円滑に確実に数字に繋げられるアプローチ
まで及べなかったこと。

10. PITTIからMANにかけて、長期間にわたって多大なるご支援いただき誠にありがとうございました。MANでも
通訳の方々を手配いただき大変感謝しているのですが、出展ブランドにてご自身で商品説明できる方がい
る場合は、通訳の方が先に説明して欲しくないと感じました。商品説明としてもブランド的に正しいとされる
ワードを使いながら営業かけていきたいという気持ちがあります。時々そういう表現を先行して使って欲しく
ない、であったり、一度説明したことを重複で説明したりなど、営業として印象的でないような場面がいくつ
かありました。私の個人的な意見としては、通訳の方がいることでメリットである要因としては、言語的だけ
ではなく、その土地に根付いた文化的なアプローチをご教授いただける所だと考えております。より明確な
客観的なブランドの見られ方、ブランディングの仕方をブラッシュアップしていけることに繋がると思います
ので、勝手な発言ではありますが一意見として残させていただきます。

11. はい
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(1)-Ⅲ-8 出展事業社からのフィードバック

報告項目一覧 

1. 自社ブース来場者数
2. 名刺交換数
3. 商談数とその国(国名を全てお書き下さい。)
4. 成約はありましたか？成約があった国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブティック等)、受注

品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
5. 今後の取引につながりそうですか？成約が見込める国名、店舗（企業）名、業態(セレクトショップ、百貨店、ブ

ティック等)、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下さい。
6. どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？
7. 来場者からどのような意見や要望がありましたか？
8. 来場者から最も評価されたポイント
9. 今回の出展で良かった点、悪かった点は何ですか？
10. 出展社説明会、個別面談、営業商談サポート、PR・広報、事務運営等、事業全体についてご意見がありました

ら、ご記入ください。
11. 次回も出展を希望されますか？

第1回

第1回

株式会社BOND&Co.

1. 200名
2. 50枚
3. 台湾3件、香港 3件、アメリカ 5件、イタリア 5件、フランス 7件、カナダ 1件、オランダ 3件
4. イスタンブール／CCS／セレクトショップ／5品番／15点／200万
5. 台湾／Classic Works ／セレクトショップ／未定／未定／未定

アメリカ／THE WEBSTER／セレクトショップ／未定／未定／未定
アメリカ／SAKS FIFTH AVENUE／百貨店／未定／未定／未定
カナダ／SSENSE／大手オンラインストア／未定／未定／予算200-300万
ITALY／ANTONIA／セレクトショップ／未定／未定／未定
台湾／TOBIRA STORE／セレクトショップ／未定／未定／未定

6. PITTIと同じくまずはカラーで引き寄せることができた。レザーのKIMONOを入り口に配置していたこともあり、フックには
なった。パリでは特にアメカジ系のお店のオーナーやバイヤーも多く目立ち、そういった客層にはキャメルのレザーが
フック。トラッカーやジップフーディ、アワードジャケットに対する反応が良かった。ものづくりの細かいところまで見てくれ
る人はレザーリブなどの細部のこだわりも見てくれた。パープルは実際売るにはリスクがあると初見では言われつつも、
試着してもらうと案外合わせやすい色だということに気づき、上下でオーダーしていったところもあった。

7. ブースがわかりづらく、アポをいただいていた大きなターゲットからも見逃されてしまうこともあった。また、自分たちの
ブース自体も狭く人が多かったことで少し見にくいという意見もあった。

8. デザイン／カラーバリエーション／機能／品質

9. パリにしか来ないバイヤーもいたので、そのバイヤーたちとパリで会えたことは良かった。MANWOMANの集客力もすご
く、自分たちが呼んだ以上のバイヤーに見てもらうことができた。今回、狭い小部屋に3ブランドでの出展となり、来場者
からも意見があったように、MANWOMANに参加していながらも見つけにくいブランドとなってしまったことがとても残念
だった。まず、来場者から視認性が低く、たまたま我々のブースに辿り着くということも難しく、その上で、我々のブース
に来てくれた人に対しても狭い空間に3ブランドとそれプラス通訳さん、スタッフさんなど人が大勢いたことでゆっくり見て
いただける空間ではなかったことも気になった。壁が無いところで他のブランドと対等にバイヤーに対して勝負できたら
どんな結果だったかと思う部分もあった。

10. MANから事前にターゲットのアドレスリストをいただけたり、ワンオーさんからMAN側のメルマガの配信を促していただ
いたりと事前の準備にとても感謝しております。通訳さんに関してもハイスキルの素晴らしい人を配置していただき、そ
のおかげで商談がスムーズに行ったケースもあったのでとても良かったと思っています。上記記載させていただいた通
り、A LEATHERのクオリティと世界観、価格帯で世界に勝負していこうとしたときに、やはりしっかりと世界観をキープで
きるブースの作り方にすることはかなり重要なことだと感じました。

11. はい
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イベント終了後のヒアリングシート(第2回)

(1)-Ⅲ-9 出展事業社からのフィードバック(2回目)

1

2

3 どの製品に受注、もしくは興味を持たれましたか？また、その製品のどこを評価されましたか？

提出期限：2025年2月28日

JAPAN LEATHER SHOWROOM@MAN/WOMAN
2025年1月 出展事業者アンケート 第2回

社名： 記入者名：
1月の展示会後の営業成果のご報告をお願い致します。（※2025年2月下旬時点）

成約の内容及び、成約があった店舗（企業）名、業態、受注品目、受注数、受注総額（下代）をご記入下

さい。

成約には至らなかったが、今後の取引につながりそうですか？（見込み店舗（企業）数等もご記入下さ

い。）



120

イベント終了後のヒアリングシート(第2回)

(1)-Ⅲ-9 出展事業社からのフィードバック(2回目)

社名
展示会後の営業成果

（※2024年2月9日時点）

成約には至らなかったが、
今後の取引につながりそう

ですか？

どの製品に受注、もしくは興
味を持たれましたか？また、
その製品のどこを評価され

ましたか？

株式会社リーガルコーポ
レーション

France: Centercommercial 
€6,400 / Edgar €5,760 / 
Strictly €2,240 
UK:  GARB STOIRE €3,520 / 
The Bureaubel fast €3,840 
Germany:  HHV €6,400 / 
€2,240 
Itary: parisoracle €3,520 / 
€Roy Rogers €6,720 
Sweden: Nitty Gritty €6,080 
Denmark: HANSEN 
GARMENSTS €4,800 
Norway: Huntinglodge €4,800 
Russia: Code7 €15,900
Canada: HAVEN €7,800 
Australia: UP-THERE €9,560 / 
HAVN €6,400 
Korea: Vestis €8,160 / 
HAVATI €6,500 

繋がる可能性あり。 オリジナルな製品を評価。（ク
ラシックなレザーシューズに最
新のテクノロジーを搭載し
ファッション性で提案してる点）

株式会社エイチ・カツカワ

2月末時点では制約等はありま
せん。

繋がる可能性あり。
見込み企業数は1社。

レザーローファー デザインと
皮革の品質

株式会VERB CREATION

2月末時点では制約等はありま
せん。

繋がる可能性あり。
見込み企業数は2社。

ローファーとスリッポンタイプの
デザインに興味を持っていただ
くことが多く、評価内容としては
全体のシルエットが美しいと
言ってもらえる点が多くあった。

株式会社BOND＆Co.

アメリカ／H.LORENZO／セレク
トショップ／20品番／40点／
550万
→NYでのPOPUPを計画してい
るらしく帰国後に追加オーダー
がありました。
韓国／KOLON／セレクトショッ
プ・オンラインストア／5品番／
100点／1200万
→先日オーダーが来ました。品
番は少なめで一部BLACKとそ
のほかはCAMELに決め込んだ
オーダー。それぞれの品番は
各20〜30点の発注をもらった。
帰国後にDoubletのコラボなど
アピールポイントも追加で送っ
たことでより一層関心が高まっ
てくれたと思います。

SPAIN ／DELITO E CASTIGO
／オンラインストア・セレクト
ショップ／未定／未定／未定
FRANCE／SAMARITANE／百
貨店／未定／未定／未定
ITALY／DAAD dantone／セレ
クトショップ／未定／未定／未
定
USA／THE WEBSTER／セレク
トショップ／未定／未定／未定

AWARD JACKET→断トツで人
気。LORENZOは2色展開、
KOLONはCAMELのみの展開。
それぞれ客層にも合うのが見
えたのか即決もしくは多量発注
だった。
TRUCKER JACKET→もともと
興味を持っていたが、日本で爆
発的に売れたことを伝えたこと
でさらに信頼感が増した。アメ
カジ好きな人やモードが好きな
人どちらにもハマる点も評価の
対象だった。CARPENTER 
PANTS→今シーズンからの新
作。絶妙な丈感が◎。柔らかい
革質でレザーパンツの概念を
変えた。
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出展事業社の名刺交換枚数 (枚数合計:105枚)

国別内訳

日本 40

イギリス 4

フランス 7

台湾 4

中国 4

アメリカ 3

イタリア 3

韓国 2

スイス 2

タイ 2

デンマーク 2

ドイツ 2

オランダ 1

カナダ 1

ギリシャ 1

スウェーデン 1

ノルウェー 1

ベルギー 1

不明 24

合計 105
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(1)-Ⅲ-10 出展事業社の名刺交換
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(2) 皮革関連産業内のサステナブルな取組についての情報発信 



123

情報発信の基本的考え方

それぞれの特性を相互に活かす 「OMO戦略」

(2)-1 情報発信の考え方

オフライン・オンラインを有機的に連動させた“B2C”“B2B”の両軸展開

皮革関連産業内での前向きなサステナビリティの取組を促進する環境作りや、皮革関連企業や産地が取り組んでいるものづくりにおける

サステナブルアクションの認知を拡大するために、この消費者の価値観の多様化に対応した、オフライン、オンラインを有機的に連動させ

た多角的な発信を、B2B(Business to Business)、 B2C(Business to Customer)両軸にて訴求することにより、皮革関連産業とその産地企

業の知名度向上及び新規受注の獲得、皮革関連産業全体のブランディング力の向上に寄与します。

> デジタル化等に伴う社会の情報伝達の仕組み

トレンドが売り手からも買い手からも同時多発的に起こる双方向伝達へ変化
近年、消費社会の成熟化やデジタル化に伴い、消費者層はこれまで以上に細分化され、独自の価値観を

持った消費者を形成し、それぞれ異なった消費行動をとり始めた結果、従来型のマーケティングは通用しなく

なりました。インターネットによる瞬時の情報検索・共有・拡散は、買い手が持つ情報量を飛躍的に増大させ、

InstagramをはじめとするSNSの浸透はトレンドセッターとしての地位を業界人から奪い、優れた個人に変え始

めています。以前のような売り手から買い手への一方向のトレンド伝達ではなく、小さなトレンドが売り手から

も買い手からも同時多発的に起こり双方向に伝達していく複雑な世界になっています。

オンラインの利点と、オフラインの利点、それぞれの特性を相互に活かすこと=OMO(※)によって、本事業におけるパフォーマンスを最大化さ

せます。 ※ OMO ： Online Merges with Offline の略でオンラインとオフラインを連携させたマーケティング手法

OMO戦略による相乗効果の最大化

多くの来場者に直接訴求することが可能で、実体験から

得られる情報量はとても大量。商品の質感、感触、匂い、

スタッフの雰囲気や個性、ディスプレイ空間の居心地等、

五感を通じて、想像を越える膨大な情報を頭と心で吸収

するのがオフラインの魅力。

Offline Online

オフラインの利点 ｜ 体験・体感の場 オンラインの利点 ｜ 効率的で効果的なツール

1. 事前に情報のPRが可能。

2. 時間制約なく、長期間において情報閲覧が可能。

3. 伝えたい内容をより深く分かりやすく可視化が可能。

4. 圧倒的多数への情報伝達が可能。

5. オフラインとの連動により事後PRにも有効。

6. 高精度の定量的データの収集が可能

相乗効果

■ 情報発信の目的

国内皮革関連産業における「ものづくり」のストーリーを消費者に対して可視化し、皮革関連企業や産地が取組む時代性の

ある先進的なサステナブルアクションを発信。国内外の展示会出展との相乗効果も追求し、情報発信におけるパフォーマン

スの最大化を図り、その効果及び波及効果から、国内皮革関連産業の未来へ向けての課題を提言。

■ 情報発信の基本的考え方
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オンライン展開 WEBメディア

(2)-1 情報発信の考え方

国内天然皮革産地が取り組む先進的なサステナブル活動や教育、クラフトマンシップにフォーカスした特集連載企画を実施。

3つの皮革産地（東京都・浅草、兵庫県・姫路市、たつの市、兵庫県・豊岡市） をフォーカスした取材記事を合計3本掲載。産

地毎にターゲットを定めてインフルエンス力のある出演者を立て、その出演者をフックに皮革関連産業内外の川上から川下、

一般消費者に向けて情報の発信を行いました。

全ての記事で目標として設定していた20,000PVを達成し、与件に関する認知拡大や興味関心の喚起に貢献。出演者自身の

SNSアカウントにも、記事に関連した情報が投稿され。数字以上の成果にも貢献することが出来ました。

女優・長濱ねるを立てた連載1本目の企画がPV・エンゲージメント率ともに高い結果であり、連載企画への認知にも貢献した

と考えられます。また、記事を閲覧した読者の共感が伺えるSNS発信が散見され、本施策を通じて国内天然皮革産地のサス

テナブルな取組みに関する発見、学びを提供することが出来ました。

令和5年度事業における皮革関連産業のサステナビリティな取組についての情報発信

■ 令和5年度事業における‘FASHIONSNAP’記事数値 （集計期間：掲載日～2024/02/29）

No. タイトル 掲載日 PV 訪問数 エンゲージメント率

連載① 浅草 2023/9/28 35,534 31,282 27.67％

連載② 姫路市、たつの市 2023/9/28 22,319 20,972 18.04％

連載③ 豊岡市 2023/9/28 20,742 19,863 16.52％

※[PV] とは、ユーザーがページを閲覧した回数です。

※[訪問数] とは、 特定の期間内にWebサイトに訪問したユーザーの訪問回数のことで、セッション数とも呼ばれます。

※[エンゲージメント率] とは、掲載記事に反応したユーザー数の割合です。

FASHIONSNAPを活用した昨年度展開内容と事績(弊社実績)

1,930,000

560 ,000 42,000

1,300,000

国内皮革関連企業や産地が取組む時代性のある先進的なサステナブルアクションの発信を行い、事

業の軸でもある国内外の展示会出展との相乗効果を追求するためにも、昨年度実績も有し、継続性

のある発展的な情報発信が実現可能なWEBメディア‘FASHIONSNAP’を活用。インパクトを強く与える

ストーリーを記事化しオンラインからの発信を通して多くの人に伝えていきます。昨年度実施した特集

企画の記事を今年度施策とも連動させることによる一過性ではない情報発信によって、国内皮革関

連産業が行なっているサステナブルな取組みへの理解が深まります。

WEBメディア ‘ FASHIONSNAP ’
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(2)-2 発信した記事内容

記事内容について

国際サステナブルファッションEXPOやPITTI IMMAGINE UOMOなど海外展示会
に出展している国内皮革関連企業のサステナブルな取組みの認知拡大を図る
こと。また、国際サステナブルファッションEXPOを通して、国内皮革産業がサス
テナブルで前向きな取組みを促進している活動を訴求しました。

■施策コンテンツ内容

1本目の記事
・本事業に参画している国内皮革関連企業の紹介記事

2本目の記事
・ KOLが国際サステナブルファッションEXPOを訪問し、国内皮革関連産業が取組んでいる特
筆すべきサステナブルアクションを紹介

SNSショート動画
・国際サステナブルファッションEXPOに来場したKOLの来場誘致目的のSNS動画(TikTok、
Instagramに投稿)

■コンテンツ数
記事本数 2本、 SNSショート動画本数 1本

■掲載日
・1本目 2024年9月24日
・2本目 2024年11月29日

■KPI
1本目の記事→1 ヶ月間でKPI 10,000 PV
2本目の記事→1 ヶ月間でKPI 20,000 PV
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長濱 ねる 

1998年生まれ。2015年に「欅坂46」のメンバーとしてデビューし、2019年にグループを卒業。現

在はJ-WAVEの番組「Bibliotheca」で、著作家・経営コンサルタントの山口周氏と共に週末に開

放される図書館のように社会や生き方に関するヒントが詰まった書籍を紹介。Rakuten 

Fashion Week TOKYO（東京ファッションウィーク）SDGsレポーターも歴任。

※に2023年9月実施した国内皮革産業にまつわる生産地を巡る企画では浅草編に出演。

https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/

掲載記事に登場する出演者

(2)-2 発信した記事内容

インフルエンス力があり、昨年度の本事業の記事にも登場し、国内皮革関連産業への興味
関心が高いKOL(Key Opinion Leader)を選びました。

https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
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(2)-3 掲載記事とSNS投稿

経済産業省が世界へ発信、国際見本市に出展するレザー企業まとめ
2024.09.24
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/

1本目の記事

https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
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(2)-3 掲載記事とSNS投稿

長濱ねるが取材！ 国際見本市で学ぶ日本のサステナブルレザーの現在地
2024.11.29
https://www.fashionsnap.com/article/japanleather-nerunagahama/

2本目の記事

https://www.fashionsnap.com/article/japanleather-nerunagahama/
https://www.fashionsnap.com/article/japanleather-nerunagahama/
https://www.fashionsnap.com/article/japanleather-nerunagahama/
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長濱 ねる 

1998年生まれ。2015年に「欅坂46」のメンバーとしてデビューし、2019年にグループを卒業。現

在はJ-WAVEの番組「Bibliotheca」で、著作家・経営コンサルタントの山口周氏と共に週末に開

放される図書館のように社会や生き方に関するヒントが詰まった書籍を紹介。Rakuten 

Fashion Week TOKYO（東京ファッションウィーク）SDGsレポーターも歴任。

※に2023年9月実施した国内皮革産業にまつわる生産地を巡る企画では浅草編に出演。

https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/

掲載記事に登場する出演者

(2)-2 発信した記事内容

インフルエンス力があり、昨年度の本事業の記事にも登場し、国内皮革関連産業への興味
関心が高いKOL(Key Opinion Leader)を選びました。

https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
https://www.fashionsnap.com/article/domestic-leather-industry/
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(2)-3 掲載記事とSNS投稿

掲載①（デコルテ）
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(2)-3 掲載記事とSNS投稿

掲載②（オールマイティ）
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(2)-3 掲載記事とSNS投稿

掲載③（絹や）
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(2)-4 掲載記事を活用したPR

SNS投稿
2024年10月15日
https://www.instagram.com/fashionsnapcom/reel/DBI4ZSTq4D9/

SNSショート動画

https://www.instagram.com/fashionsnapcom/reel/DBI4ZSTq4D9/
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(2)-4 掲載記事を活用したPR

SNS投稿（一部抜粋)

出演者が自身のSNSアカウントや FASHIONSNAPの公式SNSにも情報を投稿。 Xの反応もよく
本取り組みのポジティブなコメントも散見された。

長濱ねる Instagram及びXでの投稿 FASHIONSNAPの公式SNS X(旧twitter)での投稿
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(2)-5 掲載記事とSNSの効果

掲載記事の反応

両記事ともにKPIを達成。SNS施策などを通じてターゲット層へのリーチ・認知拡大に貢献。

さらにデモグラフィック比較では、1本目がB2B、2本目はB2C主体の構成となっていることが

示されており、幅広い層へのリーチを達成できました。

性別割合(%)

性別 1本目記事 2本目記事

men 47% 67%

women 53% 33%

年齢割合(%)

年齢 1本目記事 2本目記事

18-34 25% 38%

35-54 43% 50%

55以上 32% 12%

記事数値（集計期間：掲載日〜2025/2/25）

記事 掲載日 PV 訪問数

1本目 出展各社紹介 2024年9月24日 10,941 10,541

2本目 長濱ねる取材 2024年11月29日 28,744 28,178
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Instagram
https://www.fashionsnap.com/article/leath
er-company/

TikTok
https://vt.tiktok.com/ZSMDfPV9B/

(2)-5 掲載記事とSNSの効果

Instagramでは、長濱ねるさんの投稿が初動で好反応を得たことによりプラットフォームのア

ルゴリズムを通じて多くのユーザーに表示され、本施策のリーチと認知度の向上に大きく貢

献しました。

SNS数値（集計期間：掲載日〜2025/2/25）

SNS 再生数 いいね数

Instagram 490,000 3,074

TikTok 8,384 141

SNSショート動画の反応

https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://www.fashionsnap.com/article/leather-company/
https://vt.tiktok.com/ZSMDfPV9B/
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(3) 広報等 
I 国内「国際サステナブルファッションEXPO」 
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過去2年間運用を行なったWEBサイトを今年度も継続使用。出展事業者の特徴・出展商品・HP・

連絡先等の事業者情報を継続的に発信し、コンタクトを促すサポートツールとして機能させるとと

もに、一昨年度、制作した皮革の潜在的サステナブル要素に関するガイドラインに加えて、昨年

度事業に参画された企業のサステナブルな取組に関する記事も継続して掲載しました。

共通ウェブサイト

URL   https://japan-leather-sustainable.com/

(3)-Ⅰ-1 広報活動・共通ウェブサイト
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共通ウェブサイト

▼TOP PAGE ▼BRAND PAGE ▼BRAND 詳細

(3)-Ⅰ-1 広報活動・共通ウェブサイト
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▼SUSTAINABLE ACTIONS 各社の取組▼SUSTAINABLE ACTIONS PAGE

共通ウェブサイト
▼令和5年度に制作したコラムを継続
して掲載。正しい知識の啓蒙に活用。

(3)-Ⅰ-1 広報活動・共通ウェブサイト
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情報発信の効果

出展事業社の募集やFASHIONSNAPの記事掲載のタイミングで大きくアクセスが伸びていま
す。展示会の会期前後もHTMLメールなどからの流入で、サイトへのアクセスがありました。
TOPページやコラム、出展各社のページが表示回数の多くを占めました。

(3)-Ⅰ-1 広報活動・共通ウェブサイト
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HTMLメール配信(バイヤー、プレス、その他業界関係者向け) 

ワンオー保有の約20,000件のコンタクトリスト(ファッション業界関係者、プレス、メーカー・ブ
ランド、皮革関連産業関係各所、サステナブル業界関係者等)を活用し、 会期前に出展商
品の写真やブランド情報とともにインビテーションメールを計3回配信。

(3)-Ⅰ-2 広報活動・HTMLメール
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(3) 広報等 
II 国外 「PITTI IMMAGINE UOMO」  「MAN/WOMAN」 
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WEBサイトからの情報発信

国際サステナブルファッションEXPOと同様にWEBサイトからPITTI IMMAGINE UOMOやMAN/WOMAN
へ出展するブランド情報を紹介。

▼TOP PAGE ▼BRAND PAGE ▼BRAND 詳細

(3)-Ⅱ-1. 広報活動：共通ウェブサイト
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プレスリリース

今回の出展に伴うプレス向けリリースを作成。事前に主催者に展開し、主催者が運営する各種
メディアにも掲載されました。

(3)-Ⅱ-2 広報活動・プレスリリース

▼ PITTI IMMAGINE UOMO

▼ MAN/WOMAN
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HTMLメール配信(バイヤー、プレス、その他業界関係者向け) 

(3)-Ⅱ-3 広報活動・ HTMLメール

▼ PITTI IMMAGINE UOMO ▼ MAN/WOMAN

過去に海外展示会に出展した際に交換した名刺リストやワンオー保有の海外バイヤーリスト
を使用し、情報をインビテーションメールを配信しました。
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掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

▼カクテルパーティーの情報も公式サイトに掲載▼公式ウェブサイトで紹介
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掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

▼ PITTI IMMAGINE UOMO公式メールマガジン
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掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

Class TV Moda
2025/1/14 OnAir

https://video.milanofinanza.it/video/pitti-immagine-uomo-107-japan-leather-showroom-
x9cgjrq
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掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

FASHIONSNAP
2025/1/15 Post

https://www.fashionsnap.com/article/2025-01-15/pitti-imagine-uomo107/
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WWD JAPAN
2025/2/7 Post

https://www.wwdjapan.com/articles/2026820

掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 
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FABRIC TOKYO
2025/3/24 Post

https://fabric-tokyo.com/answer/suit/pitti-uomo-report-january-2025-
02?fbclid=PAY2xjawJQCkBleHRuA2FlbQIxMQABpj5nGlHWW1KAgdOPtnFnRbrjeJoLyJFcZ7xi
9MBW61OrbEO4lUPBuTXTgQ_aem_EscmoFUOzE4KmqzxS0woMA

掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 

(3)-Ⅱ-4 広報活動・掲載実績 PITTI IMMAGINE UOMO 
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掲載実績

(3)-Ⅱ-5 広報活動・掲載実績 MAN/WOMAN

▼ MAN/WOMAN 公式メールマガジン
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掲載実績

(3)-Ⅱ-5 広報活動・掲載実績 MAN/WOMAN

▼ MAN/WOMAN 公式Instagram ストーリーズ投稿
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(4) オリジナル施策 - 検討会 -  
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検討会概要 

国内皮革関連産業の発展を見据えて、産業内におけるサステナビリティへの取組の方向性を模索す
るための検討委員会を開催。

・開催日時
2024年12月6日(金) 13:30-15:00

・場所
株式会社ワンオー 東京都渋谷区神宮前6-31-15 マンション31 7A

・参加者
株式会社レコオーランドFASHIONSNAP（F/STORE）、株式会社BIGI（デパリエ）バイヤー：中島英恵様
株式会社ユナイテッドアローズ メンズ商品本部 副部長 ブランドディレクター バイヤー：内山省司様
株式会社三越伊勢丹 第2MDグループ 新宿婦人・子供商品 TOKYOクローゼットバイヤー：樽見顕斗様
一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 ディレクター：今城薫様
株式会社レコオーランドFASHIONSNAP編集委員 ディレクター：芳之内史也様
株式会社レコオーランド FASHIONSNAP執行役員：及川和宏様
川善商店代表取締役：川北芳弘様

・検討委員会構成内容
第1部：皮革関連産業内委員より皮革関連業界の現状・課題等の講演
第2部：令和6年度事業の振り返り
第3部：検討委員全員での議論
第4部：皮革関連産業振興のために次年度以降へ継続検討できる課題を抽出し、産業振興とサステナビリ

            ティへの有効な取組の方向性を導き出す。

・検討委員会の目的と方向性
国内皮革関連産業振興の視点より、皮革関連産業にかかわる各種産業内外同士での議論を通じて共通意
識と課題表出を目的に行う。また、検討会での議論を通じて各産業関係者へ同じ情報を提供し、正しい知識
の醸成も図る。
・皮革関連産業及びファッション産業における未来とSDGsについて
（異なる業界からの見方、考え、刺激、気づき)

・日本国内・海外双方から見た課題と正しい知識について
・皮革関連産業の川上から川下多層な意識と課題について
・次年度以降の実施事業策定

(4)-1 検討会概要
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検討委員 ※敬称略、順不同

(4)-2 検討会委員プロフィール

検討委員には、本事業に関わりが深い方、及び対象事業における深い知見（国内外市場において深い知
見と経験を有する。皆様、直近のパリコレクションやPITTIにも行かれていらっしゃる。）をお持ちの方々を、
現役のバイヤー（大手百貨店、セレクトショップ）、メディア、ファッション業界関係者の各属性より選出。

検討委員プロフィール

中島英恵
BIGIデパリエ・FASHIONSNAP.COM EC バイヤー/コンサルタント/ファッションディレクター

大学卒業後、（株）ユナイテッドアローズ店舗での販売・店長を経験後、国内外のデザイナーズをメインにバ
イヤー兼仕入責任者を15年間勤める。現在はフリーランスとして、ファッションスナップのバイイグディレクタ
ー、（株）BIGI/ デパリエをはじめ、数社のバイイング・コンサルタント・ディレクターMD・マーケティング等、フ
ァッションを軸に多岐に渡り活動中。令和4年度本事業よりファッションアドバイザーとして参画。

今城薫
一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 ディレクター

慶應義塾大学理工学部卒業後、伊藤忠ファッションシステム株式会社入社。
2019年 一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 ディレクターに就任。
2024年 伊藤忠ファッションシステム株式会社を退社、フリーランスディレクターとして活動。

川北芳弘
川善商店 / Kawazen Leather 代表取締役
大学卒業後、東京の出版社、グラフィックプロダクション、広告代理店などを経て、2007年より川善商店を継
承、現在に至る。名古屋本社、東京両国ショールーム、姫路工場を持つ、1930年創業の天然皮革製造卸会
社。家具、アパレル、バッグ、カバン、靴など多岐にわたるジャンルの革をプロデュースしており、特に家具用
革においては日本随一の知見を持ち販売シェアNo.1を誇る。令和4年度皮革産業振興対策調査等（日本製
皮革及び皮革製品のサステナビリティ推進事業）事業において、皮革素材の正しい知識の啓蒙目的でレザ
ーコンシェルジュを担当。本事業では、出展事業者選定委員として出展ブランド選定に携わった。
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検討委員 ※敬称略、順不同

(4)-2. 検討会委員プロフィール

内山省司
株式会社ユナイテッドアローズ メンズ商品本部 副部長 ブランドディレクター バイヤー
1997年ユナイテッドアローズ入社。原宿本店にてセールスパーソンを10年間務めた後、2007年よりバイヤー
に。メンズ全体のバイイングを統括し、イギリス、フランス、イタリア、スペイン、アメリカ、アフリカなど、世界
中を飛び回っている。

樽見顕斗
株式会社三越伊勢丹 第2MDグループ 新宿婦人・子供商品 TOKYOクローゼットバイヤー

芳之内史也
株式会社レコオーランドFASHIONSNAP編集委員 ディレクター
立命館大学経営学部卒業後、「ChangeFashion」を経て「FASHIONSNAP.COM」に入社。2020、21年にAFC 審
査員を務める。令和5年度皮革産業振興対策調査等(日本及び皮革製品のサステナビリティ推進事業)にお
ける産地特集記事を監修。

及川和宏
株式会社レコオーランド FASHIONSNAP執行役員
エキサイト株式会社にて、メディア事業のプロジェクトマネージャー及び新規事業 / アライアンス業務に従事し
た後、伊藤忠テクノロジーベンチャーズ株式会社に出向し、投資活動及びLP支援に携わる。
その後、ワンメディア株式会社に入社し、ビジネス部門の執行役員並び資金調達業務に従事。2020年8月より
現職。
2022年より皮革産業振興対策調査等（日本及び皮革製品のサステナビリティ推進事業）に従事。

検討委員プロフィール
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(4)-3 検討内容について

第1部：皮革関連産業内委員より皮革関連産業界の現状・課題等の講演
第2部：令和6年度事業の振り返り
第3部：検討委員全員で議論
第4部：皮革関連産業振興のために次年度以降へ継続検討できる課題を抽出し、産業振
興とサステナビリティへの有効な取組の方向性を導き出す。

● 令和6年度事業の振り返り
3つの軸(国内展示会、海外展示会、プロモーション)を立てて実施。国内展示会では、10月
の国際サステナブルファッションEXPO（以下SFE）に12社出展し、来場者傾向としては、去
年と同様にメーカーやデザイナーが多かった。百貨店やセレクトショップの来場は少なく、
商品の仕入れ目的で来場されるバイヤーは、ほぼいなかった。その中で、OEMの相談や
素材の出展者が盛り上がった。コロナ禍ではサステナブルを目的とした来場者が多かった
が、今年はモノづくりをしているデザイナーなどに来場誘致をした結果、日本の技術が反
映された素材等への紹介の食いつきがよかった。製品を売っていく場所としては課題があ
る結果に終わった。
FASHIONSNAPに長濱ねるさんを起用した特集記事の反応は、初動がとてもよく、
Instagramのリールでは50万再生されており、数字がしっかりとれた。

●産業振興とサステナビリティへの有効な取組の方向性について

SFEでの本事業ブースは支持されており、レザーはサステナブルということが、しっかりと
伝わっていた。
しかし、プロダクトベースではクリエーションが足りていなかったと感じたので、クリエーショ
ンへのサポートが必要。本当に才能のある人は、そのような技術を活かすクリエーション
がすぐに発想できるが、活かし方のわからないデザイナーさんが多い。そのような企業や
ブランドに対して、活かし方がわかる方をマッチングさせてあげる機会をつくっていくととも
に、日本のレザーのサステナブルな魅力を絶やさず発信することが重要。
一方で、デザイナーを立てる事業もやりつつ、世界で戦えるブランド化されたタンナーを1
社作る。それを追随していくような企業が増えるような取り組みがあると良いのではない
か。世界のデザイナーがそのレザーを使うようになると、早くて確実な売上や未来が見え

るのではないかという意見もあった。
スピード感を持ちながら、良いリアクションを得ると考えた時に、Jクオリティーのやり方など
は参考になると思う。トンマナをあわせることで、一体感を出せる。

サスティナビリティへの取り組みについても、バイヤーからの意見として、結果サステナブ
ルだった、結果レザーだったということはあるが、サステナブルだから買いますというボ
リュームゾーンの消費者は殆どいない。かっこいい・可愛いからが購入につながり、結果
サステナブルだったがあるべき姿だと言える。いくらサステナブルでも、かっこよくなけれ
ば、売れなくてゴミになってしまい悪循環となりサステナブルではないとの意見もあった。

本事業の今後を左右する貴重な意見交換の場となった。
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(5) 総評   
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(5) 総評    

 国際サステナブルファッションEXPO秋展  

総評 (1)-Ⅰ 国内外の展示会への出展及び運営

本事業を通じて、3回目の出展となった国際サステナブルファッションEXPO
（以下SFE）。本展示会に関しては、過去3年間の実績を踏まえて、来場者
の規模や内容等の展示会特性を把握出来ていたことに加えて、出展事業
者からの意見や要望も知見として当社に蓄えられていた為、それらの情報
と知見を最大限に活用し、事業を遂行致しました。

まず、本展示会出展において最も本質的な価値でもある出展事業者の質
を追求する上でも、応募資料における評価ポイントを明確に設定（出展事
業者の出品製品の国際的認証有無等）し、公募を実施。公募実施の際に
は、応募者の裾野を広げる目的からも昨年度同様の情報拡散手法に加え
て、オンラインメディアとも協業し、情報を拡散。その結果、昨年度の事業
結果が良かったことが業界内にて喧伝されていたことも相まって、昨年度を
上回る事業者からの応募が集まりました。

次に、展示会本番までの準備期間においても、昨年度の実績をベースに
各出展事業者とコミュニケーションを行い、成果向上の見込める準備（商品
企画含めたクリエイティブ、商品選定、価格設定、ディスプレイ方法等）を
行って頂く為の説明会や個別面談を実施しました。同展はコンセプト別の
複数のエリアによって構成されるファッションワールド展内の1エリアでもあ
る為、多様な属性の来場者が存在します。その情報を事業者に共有し、出
展事業者毎のターゲットとそれぞれの強みに合わせた打ち出しのアドバイ
スを行いました。

そのような準備をして臨んだSFE。主催者が発表している来場者数も昨年
比で伸長し、JAPAN LEATHER SHOWROOMとしても当初目標として掲げ
ていた来場者数を達成することが出来ました。その要因として、前回同様
に今回もJAPAN LEATHER SHOWROOMが配置された場所が会場入口か
らも近く、トラフィックが高い動線に接していた点が、まず挙げられます。そ
の好ロケーションに加えて、昨年度からアップデートしたブースデザイン（意
匠的には昨年度イメージを継承した上で、さらに動線上からの視認性を高
め、出展者の要望に合わせて什器仕様も更新）の効果、昨年度出展時の
好印象、事前の営業活動の成果もあり、同展全体が賑わっている時間帯
は同様にJAPAN LEATHER SHOWROOMも賑わっていました。また、事前
準備の好影響として、各出展事業者毎のディスプレイも良くなっていたこと
も来場者増の要因の一つと考えられます。
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(5) 総評    

 国際サステナブルファッションEXPO秋展  

総評 (1)-Ⅰ 国内外の展示会への出展及び運営

これまで同様にJAPAN LEATHER SHOWROOMは大きくは4つのカテゴリー
（鞄・革小物、靴、皮革素材、皮革産地PR）で構成しました。製品（鞄、革小物、
靴）系の出展事業者は昨年度同様に同展示会において、良い意味で差別化さ
れていたこともあり、商品の発注はもちろん、ポップアップ企画の実施オファー
やOEMの受注を受ける出展社も散見されており、概ね好反応だったかと思わ
れます。皮革素材関係の出展事業者も品質で独自性を有した事業者が集積
されたこともあり、過去3年間と比較しても最も大きな反響となりました。

JAPAN LEATHER SHOWROOM全体として表現した、国内皮革関連産業に
おけるサステナブル活動のPRに関しては、皮革産業連合会が実施している
THINKING LEATHER ACTIONとコラボレーションした情報掲出とともに、過去2
年間の本事業にて作成した情報も合わせて掲出。ブース意匠としても機能的
に働き、国内皮革関連産業として取り組むサステナブルPRが効果的に図れた
と考えています。

＜今後に向けて＞
国際的にファッション関連の合同展示会が過渡期にある中、相当数の来場

がある本展示会には一定の価値があると考えます。実際、出展事業者の実績
を鑑みてもそれは明白です。ただ、加速度的に市場は変容してきており（市場
の2極化やサステナブル要素を孕んだブランドや製品が飽和）、国内皮革関連
事業者にとって、何を成果目標として事業に臨むのか、前提の設計がまず重
要です。製品の販売促進はもちろん、出展先展示会特性に合わせて、出展事
業者それぞれがターゲットと事業戦略を明確にし、各社毎の強みを最大化し、
多角的に事業拡大を狙っていくことが同展示会においては肝要かと考えます。
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(5) 総評    

 PITTI IMMAGINE UOMO

総評 (1)-Ⅰ 国内外の展示会への出展及び運営

本事業を通じて2回目の出展となったPITTI IMMAGINE UOMO（以下
PITTI）。出展者と来場者の質・量を鑑みても、同展はやはりメンズコレク
ション発表の場として唯一無二の存在であるとあらためて強く感じました。

昨今、ファッション系の大型合同展示会は世界的に過渡期にあります。こ
れまで各国で隆盛を誇っていた大型合同展示会の休止や消滅には年々、
拍車がかかっており、訴求力の低下は著しいものがあります。そのような
状況の中でこれほど優れたメーカー・ブランドが数多く出展しており、来場
者の質も量も圧倒的な展示会は唯一無二と言ってもよいのではないでしょ
うか。

ここ20年で大きな変遷をしてきたPITTI。SNSの発達とともにKOL（Key 
Opinion Leader/キーオピニオンリーダーの略称）の来場が増加したことも
あって、セールスよりもPR的価値が高まっていたPITTIでしたが、加速度的
にコロナ前のセールス的価値を取り戻しているように感じられました。同展
は世界のコレクションサーキットのスタートに位置しており、その為、お披露
目の場としてのポジショニングは変わらず存在しつつも、昨年度より来場者
は圧倒的に増加。質の高い小売関係者が多々来場しており、イタリア国内
を中心にヨーロッパ、アジアの有力小売関係者、アメリカの小売関係者の
来場も増加していました。もちろん日本からの来場者も変わらず目立って
おりました。（尚、主催者から伺った情報として、招待小売店だけでも190社
はあるとのことでした。）

出展者としては、あげればキリがないくらい国際的メジャーブランドが出展
しており、日本からも多数の企業が出展。クオリティの高いファクトリーブラ
ンドも多く出展しており日本からの出展が増加している印象でした。とある
日本ブランドがPITTI招待ブランドとして会期中にランウェイショーを開催し
ていたりと、日本が大きくフューチャーされている会期でした。
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(5) 総評    

 PITTI IMMAGINE UOMO

総評 (1)-Ⅰ 国内外の展示会への出展及び運営

我々のプロジェクトにて出展していた事業者は計6社。昨年度の振り返りを
踏まえて、徹底的に出展事業者の質を追求し、選ばれた事業者とは密にコ
ミュニケーション（SFE同様のセールスサポート）を行いました。また、本展
示会においては兎に角、出来得る限り来場者との接触機会を作れるよう
ブース設計やコンテンツ造成も実施。そして、各社それぞれ1千万の売上を
目標に据え本会期に臨みました。結果はそれぞれで差はあるものの、内2
社は達成見込みあり。特に初のPITTI出展となった1社は、事業参加にて削
減できた経費をサンプル制作費や事前営業費に投入した結果、絶え間なく
ブースに来場者が訪れ大きく目標を超えた成果を残すことが出来ました。

＜今後に向けて＞
今回の出展では、昨年度に得られた課題をアップデートして臨んだ結果、
一定の成果実現に繋がりました。捉えていた課題に対しての施策の方向
性に間違いはなかったと考えます。今後も本展示会特性に合わせた然る
べき手法と手段をこうじることができれば、確実に今回の成果をさらに向上
させることが出来ると考えます。皮革関連産業が主戦場とするファッション
産業の市場は、相当な勢いと流れで変容していますが、PITTIを軸に据え
た海外販路開拓の手法は中長期的にも有効な施策であると考えます。
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(5) 総評    

 MAN/WOMAN

総評 (1)-Ⅰ 国内外の展示会への出展及び運営

本事業を通じて初めての出展となったMAN/WOMAN（以下MAN）。先に行われ
たPITTIと比較すると来場者の数は及ばないものの、当初の目論見通り着実に
営業を帰結させる場所であると認識しました。

PITTIは大型の合同展示会であるが、先述の通り世界的に大型の合同展示会
は過渡期にあり、パリにおいても同様にメンズコレクションの時期に開催される大
型合同展示会は軒並み消滅し、MANのような中型の合同展示会が隆盛を極め
ています。今回のMANには、おおよそ90ブランドが出展（内30ブランドが日本ブラ
ンド）しており、JAPAN LEATHER SHOWROOMとしてはPITTIに出展していた6ブ
ランドの内4ブランドが参加しました。我々以外にもPITTIに出展していたブランド
がPITTI→MANと連続して出展しておりましたが、MANのみに出展しているブラン
ドもあり、PITTIよりもカジュアルでポップなブランドが多く、日本の小売店で取扱
われている人気のブランドも多い印象でした。
初日から最終日にかけて来場者が徐々に下降していくのは他海外展示会同様
の傾向で、おおよそ初日が欧米系、2日目はアジア系の小売関係者が多かった
印象でした。

JAPAN LEATHER SHOWROOM出展者の結果とコメント、及び、MANに出展して
いる他の日本ブランドの話を聞いても、本展はしっかりと商談を行う為の展示会
であり、だからこそ事前の営業活動が最も重要で結果にも直結することを強く認
識しました。もちろん、少なからず新規ブランドを散策している小売関係者も存在
しておりましたが、目的が明確な小売関係者の方が多く、これは期間内にPITTI
だけが行われているフィレンツェと、ランウェイショーや単独展示会、ショールー
ム等、期間中に多くのイベントが開催されているパリでは、時間的制約要因が大
きく、そのことが大きく作用していると考えます。

＜今後に向けて＞
「PITTI＝有効性の高い営業用小売関係者リストを作る場所」、「MAN＝そこで
培った営業資源を活用し成果を刈り取る場所」。多少、極端ではありますが、そ
のように位置付けるのがベストかと考えます。PITTIでより多くの小売関係者とコ
ミュニケーションを図り、その後の営業活動に有用なリストを作成し、それを活用
してMANにて営業フォーカスを行うことこそが最も現市場概況にマッチした手法
であり、それを小売関係者の特性も理解した上で最低3年は継続した打ち出しを
行うことこそが重要であると認識しました。
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(5) 総評    

総評 (2) 皮革関連産業内のサステナブルな取組についての情報発信

効果分析

●記事は、KPIとしていたPV数を上回り、全体で30,000PVに達した。 SNS施策
を組み合わせることで、ターゲット層へのリーチ・認知拡大に貢献することが
出来た。

●Googleで検索する際、関連キーワードが上位に表示されている傾向がみら
れ、ストック型のコンテンツとして、長期的なメッセージの発信ができた。

●本特集記事は今後もWEB上に残るため、中長期的な販促活動に使用でき
る点はメリットである。

総評 (3) 広報活動

効果分析

●WEBサイト 国内外展示会出展に合わせ、WEBサイトを制作・運用。
「各社のサステナブルアクション」は、出展展示会とも連動し、来場者に各社を
知っていただく上で大きく役立った。

●バイヤー、プレス、その他業界関係者向けたHTMLメール配信は、それぞ
れの展示会ごとに行い、来場誘引に繋がった。

●海外展示会用にプレスリリースを作成したことにより、事前の展示会公式
サイトなどでのアプローチに加え、TV取材も獲得できた。
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